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1. ゲーバー語 (Geba)の概要

ゲーバー語 (Geba) は、ビルマ (ミャンマー) 連邦カレン州北部からペグー管区
北部にかけての地域で話される言語で、シナ・チベット語族 (Sino-Tibetan)チベッ
ト・ビルマ語派 (Tibeto-Burman) カレン語群 (Karenic) に属する。Shintani (2003)
はこの言語をカレン語群1 の中の Bwe Branchの中に位置付けている。
本稿で扱う方言は、カレン州北部の町レイットー (Leiktho;ビルマ語 /leiPTò/)で
話される方言である。調査はヤンゴン (Yangon) において 2004 年 12 月から 2005
年 1月にかけて行った。調査協力者は Saw George Hla Din氏 (男性)である。Saw
George Hla Din氏は、1955年にタウングー (Taungoo)からレイットーに向かって
16マイルの地点にある町トウンボージー (Tonbogyi;ビルマ語 /thóuðbòj́ı/)で生ま
れ、4才のときにレイットーに移り住み言語形成期をそこで過ごした。

1 Shintani (2003)は、カレン語群 (Karenic)を、自称のカレン祖語再構形に基づいて Brakaloungicと呼んでいる。
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ゲーバー語によるゲーバー人の自称は /gèáá/ である。ビルマ語による他称は
/gèbá/あるいは /gèbâ/である。ゲーバー人の民族的アイデンティティーは必ずし
も一定していない。多くのゲーバー人は自分達がゲーバー人であるとの意識をお
そらく持っていると思われるけれども、人によっては、そのような独自の民族とし
ての意識を持つのと同時に、カレン人 (Karen)としての意識を持っている場合や、
カヤー人 (Kayah) としての意識を持っている場合がある。ゲーバー人の正確な人
口統計はないが、Saw George Hla Din氏によれば、現在 8万人前後のゲーバー人
がいるとの情報があるという。
カレン諸語内部においてゲーバー語に最も近い言語はボエー・カレン語 (Bwe

Karen) である。Henderson (1997) のボエー・カレン語の資料と本稿の資料を比べ
れば、この二言語が比較的近い関係にあることが見てとれるであろう。ゲーバー
語話者は、ボエー・カレン語話者と互いの言語で意志を疎通することが、ある程
度は可能であるという。そのため、一般的にゲーバー語話者は、ゲーバー語がボ
エー・カレン語に近いことを経験的に知っている。Shintani (2003) もこの二つの
言語を近い関係にあるものと見なし、同じ Bweba groupの中に入れている。ビル
マ語では、ゲーバー人を同じカレン系のゲーコー人 (Gekho) と並べてゲーコー・
ゲーバー (Gekho-Geba /gèkhògèbá/)と呼ぶことがよくあるが、言語学的に見れば、
ゲーバー語とゲーコー語は同じカレン系ではあるものの、それほど近い言語では
ない。
ゲーバー語には 1860年代にイタリアのカトリック宣教師が考案したラテン文字
による表記が存在する。現在ではキリスト教関連の書物や雑誌等が出版されてい
る (加藤 2006参照)。
以降、ゲーバー語レイットー方言を単に「ゲーバー語」と呼ぶことにする。

2. 音韻

ゲーバー語の音節構造は一般的に、C1(C2)V(P)/Tと表すことができる。Cは子
音、Vは母音、Tは声調を表す。括弧内は任意の要素である。C1の位置にはすべ
ての子音音素が現れることができる。C2として現れることができるのは、/w/, /j/,
/l/, /r/の 4つのみである。母音結合は存在しない。
以下に音素目録を示す。
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子音 (consonants) 子音系列 (consonant series)
p T ts t k P T

ph th kh D
b d g D
á â T

s C T
sh h D
z D

m n D
m
˚

n
˚

(N
˚

) D
w j D
w
˚

D
l D
l
˚

D
r D

母音 (vowels)
i u

Ì [ I
˜

] U [ U
˜

]
e o

E O

a

声調 (tones)
á [55]
ā [33]
à [11]
a atonic

注意すべき点を次に挙げる。

• /ph/, /th/, /kh/, /sh/はそれぞれ [ph], [th], [kh], [sh]。
• /T/は歯間閉鎖音 [ t” ]または歯間摩擦音 [ T ]。
• /ts/は /s/の変異である可能性もある。
• /N

˚
/はビルマ語からの借用語にのみ現れる。

• 子音を T系列と D系列の二つの系列に分ける。子音表の右側に示した Tと
D がそれである。これは、一部の形態素 (項目番号 394 ‘1’, 417 ‘彼, 彼女’,
447 ‘ない (否定辞)’, 457-a ‘～だろう’)の子音調和 (consonant harmony)によ
る異形態の交替に基づいた子音分類である。具体的には、/p/, /T/, /ts/, /t/,
/k/, /P/, /á/, /â/, /s/, /C/が T系列であり、それ以外は D系列である。T系列と
D系列と呼ぶのは、‘1’を表す形態素と否定辞の頭子音が子音調和により /t/
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あるいは /d/となるのにちなんだ。子音調和については以下の第 4節「形態
統語論的特徴」を参照されたい。
• 母音の/Ì/と/U/は極めて creakyである。すなわち [ I

˜
]および [ U

˜
]。Henderson

(1997) はボエー・カレン語 (Bwe Karen) の音素 /I/ と /U/ について、‘I and
U are somewhat centralized and are pronounced with marked tenseness and with
what appears to be a certain constriction of the pharynx.’(Vol II, p.X) と報告し
ている (下線は筆者が付加)。この記述はおそらくゲーバー語と同様の現象を
指しているものと思われる。
• 声調は /á/(高平)[55], /ā/(中平)[33], /à/(低平)[11]の 3種類ある。音節末の /P/
と共起できるのは、中平のみである。軽声音節 (atonic syllable) もあり、こ
れを無標記で表す。軽声音節は発話末に現れることができない。軽声音節
にはすべての母音が現れ得る。

3. 通時的な観点から見たゲーバー語の特徴

Haudricourt (1946) は、スゴー・カレン語 (Sgaw Karen) とポー・カレン語 (Pwo
Karen)を比較し、カレン祖語に 2つの開音節声調と 1つの閉音節声調を設定した2

。さらに Haudricourtは 1975年の論文で、開音節声調にはもう 1つの声調を設定
しなければならないことを示した。その後の Shintani (2003)などの研究によって、
開音節声調に 3 声調を設定する Haudricourt の説は実証されたと言ってよい。カ
レン系諸言語は、祖語の頭子音のタイプに応じて各様に声調を分岐させた。ゲー
バー語も同様である。ゲーバー語の声調は、カレン祖語の声調と、次に示す表の
ように対応する。横の列は声調である。*1と *2は Haudricourt (1946)が最初に設
定した開音節声調を示し、*2’は Haudricourt (1975)が設定したもう 1つの開音節
声調を示す。*3は閉音節声調である。縦の列の H, M, Lは祖語の音節における頭
子音の種類で、それぞれ以下のタイプの子音が含まれる。H=無声有気閉鎖音, 無
声摩擦音,無声共鳴音3 ; M=無声無気閉鎖音,入破音 (あるいは前声門化閉鎖音); L=
有声閉鎖音,有声摩擦音,有声共鳴音。

*1 *2 *2’ *3

H á[55] ā[33] ā[33] ā(P)[33]
M á[55] ā[33] ā[33] ā(P)[33]
L ā[33] ā[33]/à[11] à[11]

ゲーバー語では L2系列に属する音節が ā[33]あるいは à[11]に分かれるが、いか
なる条件でこのような分岐が起こったかは現段階では不明である。

2 ここでは p, t, k, P等の閉鎖音終わりの音節のみを閉音節と呼び、閉音節以外の音節を開音節と呼ぶことにす
る。すなわち開音節には文字通りの開音節だけでなく、鼻音や半母音終わりの音節なども含む。

3 共鳴音 (sonorant)には鼻音・半母音・流音が含まれる。
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ゲーバー語はカレン祖語の *bや *dなどの有声閉鎖音および有声摩擦音を保存
している。Shintani (2003) によれば、Shintani が同論文で扱ったカレン系言語 16
種のうち、この特徴を持つのは Geba, Bwe, Paku, Monebwaの 4言語のみである。
また、同じく Shintani (2003)に述べられているとおり、ゲーバー語はこれまで発見
されたカレン系諸言語の中で唯一、カレン祖語の無声共鳴音を保存している (/m

˚
/,

/n
˚
/, /l

˚
/)。したがって、カレン祖語を再建する上で、ゲーバー語は極めて重要な特徴

を有していると言える。

4. 形態統語論的特徴

ゲーバー語は孤立語的な傾向を有する言語であり、動詞や名詞の屈折はない。
他のカレン諸語と同様、基本語順は SVOである。

(1) ja

1sg
Pā

eat
âÌ́

rice
「私はご飯を食べた」

指示詞や数量詞句や状態動詞は名詞に後続する。状態動詞が名詞に後続する場
合、状態動詞の前に /Pa/という形式が常に置かれる。この /Pa/がどのような機能
を持つものであるかは明らかではない4 。

(2) sĒ

book
tE

1
áĒ

NC
jō

this
「この 1冊の本」

(3) phÓ

flower
tO

1
phŌ

NC
Pa

?
n

˚
úw̄ı

fragrant
「良い匂いのする花」

カレン系諸言語の形態統語論における重要な現象のひとつとして、動詞連続が挙
げられる。Solnit (2006) がカレン諸語の動詞連続について “preference for nuclear
over core serialization” と指摘したとおり、カレン諸語の動詞連続には、動詞句連
続 (VP-series)よりも、動詞と動詞の間に名詞句や前置詞句の介在を許さない動詞
連結 (verb concatenation)が多い。ゲーバー語もそのような特徴を持ち、動詞と動
詞の間に名詞句や前置詞句が介在することは決してない。

(4) ja

1sg
phá

cook
Pā

eat
âÌ́

rice
「私はご飯を炊いて食べた」

4 可能性としては、動詞を名詞化する機能、関係節を作る機能などが考えられる。
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(5) ja

1sg
Pā

eat
plá

fast
âÌ́

rice
「私はご飯を速く食べた」

同じカレン系言語でもスゴー・カレン語やポー・カレン語には、次のように名詞句
の介在を許す動詞連続がある。(6)はスゴー・カレン語 (Sgaw Karen)の例、(7)は
ポー・カレン語東部方言 (East Pwo Karen)の例である。

(6) j@

1sg
PÔ

eat
mē

rice
khlé

fast
「私はご飯を速く食べた」

(7) j@

1sg
Páð

eat
mÌ̀

rice
phlÉ

fast
「私はご飯を速く食べた」

Kato (2006)は、ポー・カレン語には動詞の前あるいは後に置かれて新しい名詞
句を節中に導入するような動詞助詞 (verb particle)が多いことを示した。ゲーバー
語も同様の特徴を持つようである。例えば下の例文における P̄ıは動詞に後置され
る助詞 (particle)である。この形態素は applicative markerと捉えることができるだ
ろう (項目 177-3,446参照)。

(8) ja

1sg
Pā

eat
P̄ı

APP
zwÌ̄

spoon
「私は匙でご飯を食べた」

ゲーバー語形態統語論におけるもうひとつの重要な特徴として、母音調和 (vowel
harmony)と子音調和 (consonant harmony)が挙げられる。以下の 7つの形態素 /tV
∼ dV/「1」(項目番号 394), /jV/「わたし」(413), /wV/「わたしたち」(414), /nV/「お
まえ」(415), /sV ∼ zV/「彼, 彼女」(417), /tV ∼ dV/「ない (否定辞)」(447), /kV ∼
gV/「～だろう」(457-a) においては母音調和が見られる。ゲーバー語の母音調和
は、上記 7つの形態素の母音が、直後に現れた音節の母音と同一になる現象であ
る。したがってこれらの形態素は固有の母音を持たないため、母音を Vで表して
いる。また、上記形態素のうち /tV ∼ dV/ と /sV ∼ zV/ と /kV ∼ gV/ においては
子音調和が生じる。子音調和は、この 3つの形態素の有声頭子音と無声頭子音の
対が交替する現象である。直後に現れた音節の頭子音が T系列の場合には無声子
音が選ばれ、D 系列の場合には有声子音が選ばれる。否定辞の /tV ∼ dV/ を例に
取って、母音調和と子音調和を見てみよう。(9)では否定辞の母音が、後続する音
節 /áŌ/の母音に合わせて /O/になっており、(10)では後続する音節 /mĒ/の母音に
合わせて /E/になっている。また、(9)では、/áŌ/の頭子音が T系列の /á/であるた
め否定辞の子音は /t/になっているが、(10)では /mĒ/の頭子音が D系列の /m/で
あるため、/d/になっている。
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(9) tO

not
áŌ

wrap
「包まない」

(10) dE

not
mĒ

do
「行わない」

母音調和と子音調和については、それぞれの項目の記述も見られたい。なお、
Henderson (1997) によればボエー・カレン語 (Bwe Karen) にも同様に母音調和と
子音調和が見られ、Solnit (1997) によればカヤー・リー語 (Kayah Li) とカヨー語
(Kayaw; =ブレー語 (Brè))には母音調和が見られるという。

5. 基礎語彙

以下に基礎語彙を示す。項目は服部四郎編 (1957)に基づく。
個々の項目について、第 3 節で述べたカレン祖語との対応を示した。括弧に入
れた英数字は、カレン祖語の段階の頭子音の種類 (H,M,L)と声調 (*1,*2,*2’,*3)を
表す。例えば H1は、その音節がカレン祖語において H類の頭子音および第一声
調を持っていたことを表している。スゴー・カレン語あるいはポー・カレン語に
同源形式が見つかる場合にのみこれを示した (不確かな場合には後に?を付す)。ま
た、祖語の音節タイプを決定するのが困難な場合には ∗を付した。祖語の音節タ
イプを決定するのが困難な場合とは、具体的には、(1)同源形式が見つからない場
合、(2) 不規則な対応のため子音系列や祖語の声調を設定しにくい場合、(3) いず
れの言語の形式も軽声音節である場合である。最後の (3)のケースでは、祖語にお
いても軽声音節だった可能性がある。

[例]
• sūkhŌ (M2’-H2): 第一音節 sūが M2’、第二音節 khŌが H2であることを表して
いる。M2’ と H2 の間のハイフンは sū と khŌ が同一単語内の音節であることを
表す。
• kō klŌ (H1 L1): 第一音節 kōが H1、第二音節 klŌが L1であることを表している。
H1と L1の間のスペースは、kōと klŌが別個の単語であることを表している。
• gàâúCŪ (∗-∗-∗): いずれの音節も祖語の音節タイプの決定が困難であることを表
している。

ゲーバー語形式が得られなかった項目には ??? を付す。
不規則な対応のためポー・カレン語やスゴー・カレン語の形式を示しておいた
ほうがよいと判断した項目には、ポー・カレン語やスゴー・カレン語の形式を音
素表記を用いて付した。EPはポー・カレン語東部方言 (East Pwo Karen)のうちの
パアン (Hpa-an)方言、WPはポー・カレン語西部方言 (West Pwo Karen)のうちの
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チョウンビョー (Kyonbyaw) 方言、SK はスゴー・カレン語 (Sgaw Karen) パアン
(Hpa-an)方言の形式である。
参考のため、現代口語ビルマ語の形式を付した項目もある。ビルマ語形式は音
素表記によって示した。

＜人体＞
1. 頭 head kō (H2), Pakō (∗-H2) [注]: カレン祖語では H系列

の *kh- であったが、ゲーバー語では無気音になっ
ている。

1-1. 髪の毛 hair khūlú (H2-∗)
1-2. 頭がはげた bald kō klŌ (H2 L1)
1-3. 脳 brain Ṕınō (∗-L3)
2. ひたい forehead mēthākhō (L3-∗-H2)
3. 目 eye gàâúphlō (∗-∗-∗)
4. まゆげ eyebrow gàâúCŪ (∗-∗-∗)
5. 涙 tear gàâúth́ı (∗-∗-H1)
6. めくらの blind gàâú plŌ (∗-∗M2)
7. 鼻 nose nakheâé (H1-∗-∗)
8. 耳 ear n̄ıgū (∗-∗)
9. つんぼの deaf n̄ıgū to Pó (∗-∗ ∗ ∗)
10. 口 mouth lOmŌ (∗-∗)
11. 唇 lip Same as 10.
12. 舌 tongue bl̄Ì (L1)
13. 唖の dumb bl̄Ì glō (L1 ∗)
14. 歯 tooth TÚ (H1)
15. 唾液 saliva pĒth́ı (∗-H1)
16. 息をする breathe TĒ (H2)
17. 声 voice Palè (L2)
18. 咳をする cough Túkhū (∗-M3) cf. EP kàU, WP áàkouP, SK kúP

19. くしゃみする sneeze Cipẃı (∗-∗)
20. あくびする yawn TEkhÉ (∗-M1) cf. EP kàð WP ká ∼ k@́, SK t@kÓ

21. あご jaw khĒ (H2)
22. 顔 face mùká ∼muká (∗-∗)
23. 頬 cheek nith̄ı (∗-∗)
24. ひげ 口ひげ mustache lOmŌCŪ (∗-∗-H2), あごひげ beard

khĒCŪ (H2-H2)
25. 首 neck gÒ (L3)
26. 喉 throat gÒáÓ (L3-M1)
27. 肩 shoulder plé (∗)
27-1. わきの下 armpit pléáāâÌ́lÈ (∗-∗-∗-∗)
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28. 腕 arm sūkhŌ (M2’-H2)
29. ひじ elbow sūâéká (M2’-∗-∗)
29-1. 手首 wrist ???
30. 手 hand sūl

˚
Ē (M2’-H2)

31. 指 finger sūmÉ (M2’-*), sūáÓ (M2’-M1)
32. 爪 nail sūT́ımı̄ (M2’-∗-H2)
33. 胸 breast TOPÓ (∗-∗)
34. 乳房 breast (of woman) nū (L2)
34-2. あばら rib wòkhw̄ı (L3-H2’)
34-3. 肺 lung ???
35. 心臓 heart Tā (H3)
36. 腹 belly phú (H1)
37-1. 腸 intestines Pabwè (∗-L3)
37-2. 胃 stomach phúdō (H1-∗)
38. 肝臓 liver PaTÚTā (∗-H2-H3)
39. へそ navel âÌ̄m

˚
Ó (M1-∗)

40. 背中 back khló (H1)
41. 腰 waist jādè (L2-M1) [注]: 第二音節の頭子音は入破音

(implosive)ではないが、ポー・カレン語やスゴー・
カレン語の形式を見ると、祖語の頭子音が M 系列
の *âだったことは明らかである。

42. 尻 buttock kathó (H1-∗) cf. 肛門 anus kapl̄Ì (H1-∗) [注]: 第
一音節の頭子音はカレン祖語では H 系列の *kh で
あった。; EP khâið, SK kh́ı

42-1. 糞 (大便) excrement P̄Ì (M2)
42-2. 糞 (大便)をする void excrement P̄ÌshÉ (M2-H1)
42-4. 小便 urine sh̄ı (H2)
42-5. 小便する urinate sh̄ıshÉ (H2-H1)
42-6. おならをする break wind P̄Ìn

˚
É (M2-∗)

42-7. 陰茎 penis thÌ̄ (H2)
42-8. 睾丸 testicles â̄ı (M2)
42-9. 陰門 vulva l̄ı (L2)
42-10. 性交する sexually intercourse PwĒ (M2)
42-11. もも thigh khāâū (H2-M2)
43. ひざ knee khālēmē (H2-L2-L3)
44. 脚 leg khākhŌ (H2-∗)
45. 足 foot khāl

˚
Ē (H2-H2)

46. びっこをひく be lame ???
47. からだ body Pan̄ıá́ısĒ (∗-∗-∗-∗)
48. 毛 hair PaCŪ (∗-H2)
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49. 皮膚 skin Paphē (∗-H3)
49-1ほくろ mole ???
50. 膿 pus Pam

˚
ı́ (∗-H1?)

51. 汗 sweat Path́ı (∗-H1)
52. 垢 dirt Paw

˚
ı̄ (∗-∗)

53. 血 blood PaTw̄ı (∗-H2)
54. 骨 bone Pakhw̄ı (∗-H2’)
55. 肉 flesh PahÌ̄ (∗-L2) [注]: EP P@Gāið WP P@Gâið S P@G̀ı

‘strength’ (∗-L2)とおそらくは同源である。
56. 力 strength PakhōPaPá (∗-∗-∗-∗)
57. 見る look at tsāP (∗)
58. かぐ smell (vt) n

˚
úw̄ı (H1-M2) cf. EP n@̀ðm@̂ð WP n@́Pẁı

59. 聞く listen shŌkhénē (∗-∗-H2?)
60. 笑う laugh jÈ (L2? [or L1?]) cf. EP n̄ı WP n̂ı SK n̄ı

61. 泣く cry hāP (H2)
62. 叫ぶ shout kĒwō (∗-∗)

＜衣＞
63. きもの clothes dĒkÚdĒTŌ (L2-M1-L2-H3)
64. 着る clothe (shirt, coat, shoes, etc.) kÚ (as pants)(M1), TŌ (as shirt) (H3)
65. 脱ぐ take off áō (∗) cf. SK bê (M2)
66. はだかの naked tōklóthū (∗-∗-∗)
66-1. ぼうし hat, cap khōpalā (H2-H2-L1) [注]: khō ‘head’, pa < phlā

‘wear’, lā ‘descend; down’.
66-2. シャツ shirt C̄ıâó (H1-∗)
66-3. 腰布 sarong n

˚
ı́jā gadā (H2-∗ ∗-∗) [注]: gadā ‘Burma’. 語源的に
は「ビルマのズボン」の意。

66-4. ズボン pants, trousers n
˚

ı́jā (H2-∗)
66-5. ベルト belt n

˚
ı́jāb̄ı (H2-∗-M3) [注]: b̄ıはおそらく EP b[á]ài WP

áeiP S b[á]̄ıP ‘squeeze’ (M3)と関係がある。しかし
頭子音は、予想される入破音ではない。

66-6. 上着 jacket C̄ıâólĒ (H2-∗-L1) [注]: lĒ ‘warm’
66-8. ぞうり sandal khātŌkŌ (H2-M3-∗) [注]: Saw George Hla Din氏の

語源解釈によれば tŌ は âŌ ‘put on (shoes)’ に由来
し、kŌは kÚ ‘wear, clothe’に由来する。

66-10. 布 cloth ???
66-11. 綿 cotton TÉphĒ (∗-∗)
66-12. 麻 hemp TŌrŌP (∗-∗)
66-14. 絹 silk T̄ı (∗)
67. 革 leather phē (H3) (=skin)
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67-1. (髪を)とかす comb w
˚

ı̄ (H1) cf. EP khŵı

67-2. 指輪 ring shOT́ır̀Ì (∗-∗-∗)
67-3. 鋏 scissors n

˚
ĒâÌ̄ (H2-∗)

68. 針,くぎ needle, nail n
˚

áâĒ (∗-∗)
69. 糸 thread l

˚
ūâú (H2-∗)

70. 縫う sew shā (H3)

＜食＞
71. 食べ物 food dĒPÓdĒPā (L2-M1-L2-M2)
71-1. ご飯 rice âÌ́ (∗) ‘cooked rice’, áū (M2’) ‘rice plant’, hú (H1)

‘rice grain’
71-1a. おかず side dish háTū (∗-H1?[or H2?])
71-7. 豆 bean TÌá́ÌTĒ (∗-∗-H2)
72. 粉 flour Pam

˚
ū (∗-H2) cf. SK k@mû

72-a. さといも taro sūâ̄ı (H2-M2) cf. EP xẂth̄ı WP xùtĥı SK khŴt̀ı

[注]: 第二音節 â̄ıは â̄ı ‘egg’に由来する。したがっ
て EP,WP,SKの th̄ı, tĥı, t̀ı (L2)とは語源的に関係が
ない。72-bも同様。

72-b. やまいも yam n
˚

wĒâ̄ı (H2-M2) cf. EP nÉth̄ı WP nàitĥı SK nwÊt̀ı

72-c. さつまいも sweet potato Tuklúâ̄ı (∗-∗-∗)
73. 肉 (食べ物としての) meat dĒh̄Ì (L2-∗)
74. 実 fruit PaTĒ (∗-H2)
75. 種 seed Paphlō (∗-∗)
75-1. 魚 fish dàphō (∗-H2’)
76. 卵 egg Paâ̄ı (∗-M2)
77. 塩 salt â̄ıTĒ (M2-H2)
77-1. 砂糖 sugar â̄ıTĒ kĒáĒ (M2-H2 ∗-∗) ‘sweet salt’
77-2. 蜂蜜 honey gin̄ıtsá (∗-L1?[tonally H1]-∗)
77-3. 油 oil Tō (H2)
78. 脂 grease PaTō (∗-H2)
79. 乳 milk nūth́ı (L2-H1)
80. 水 water th́ı (H1)
80-1. 湯 hot water th́ı PŪlÉ (H1 ∗-∗)
80-2. 湯気 steam Pakhū (∗-H2)
80-3. 茶 tea plant lEphĒ (∗-∗)
80-7. 酒 liquor T̄Ìrā (∗-∗)
80-8. 酒に酔う drunk m

˚
ū (*) cf. EP m@̀ð WP m@́ SK mú

80-9. たばこ tobacco diw
˚

ı̄TUkÚ (∗-H1-∗-∗) [注]: diw
˚

ı̄ ‘medicine’ + TUkÚ

‘roll’
81. 料理する cook phá (H1)
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81-1. 焼く roast TEkhĒ (∗-M2?[or H2?]) cf. EP Páðká S kâ

81-1a. 揚げる,炒める fry, deep-fry ???
81-1b. 蒸す steam Pó (H1?) cf. EP PáðGôUð S h@́

81-3. 生の raw TúTumú (∗-∗-∗)
82. 熟する ripe m

˚
ı́ (H1)

83. 食べる eat Pā (M2)
84. なめる lick l

˚
Ì̄ (H2)

85. かむ chew PēTō (M2-∗)
86. 飲む drink PÓ (M1)
87. 吸う suck jŪ (as water)(∗), CwÌ̄ (as a shellfish)(M3? [or L3?, or

H3?]) cf. EP T@wài WP sweiP S shūP

88. 吐く vomit pŌP (M3) cf. EP pjò WP pjoP S bGÓP

89. (つばを)吐き出す spit thwÌ̄ (H2)
90. 腹減った hungry Tāw̄ı (H3-L1?[or L2?]) cf. EP Tàw̄ı S Tâw̄ı

91. のどが乾いた thirsty TāPÓ (H3-M1)
92. おいしい tasty Pw̄ı (M2), Tá (∗)
92-1. まずい not tasty ti Pw̄ı nŌ (∗M2 ∗)
93. 甘い sweet kEáĒ (∗-∗) cf. S bÉ ‘tasty’
93-1. 塩辛い salty hÉ (H1)
93-1a. 辛い hot, spicy hĒ (H2)
94. 苦い bitter khĒ (H2)
94-1. すっぱい sour C̄Ì (H2) cf. 鶏 fowl ĆÌ

95. くさった rotten Tó (as meat, curry)(∗), PÚ (as vegetables)(M2?)
95-1. かび mould zū (∗)

＜住＞
96. 家 house h̄ı ∼ C̄ı (H2)
97. 建てる build prā (∗)
98. ドア,窓 door khāglÈ (∗-∗)
98-1. 部屋 room h́ıâō ∼ Ćıâō (H2-M3) cf. h̄ı ‘house’
98-2. ゆか floor kaâÉ (H2-M1) [注]: khā ‘foot’ + âÉ ‘spread’
98-2a. ござ mat khlŌ (H2)
98-3. 柱 pillar, post h̄ıdū ∼ C̄ıdū (H2-∗)
99. 壁 wall dŪrŪâÈ (∗-∗-∗)
99-1窓 window phÓbù (∗-∗)
100. 屋根 roof h̄ıkhō ∼ C̄ıkhō (H2-H2)
100-1. 台所 kitchen phĒgÒbū (H2?-∗-L2) [注]: phĒ ‘ash’ + gÒ ‘heap,

pile’ + bū ‘inside’
101. 火 fire m

˚
Ì̄ (H2)

101-1. 火を起こす make a fire dō lā m
˚

Ì̄ (∗ L1 H2)
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102. 煙 smoke m
˚

Ì̄khū (H2-H2)
103. 灰 ash phĒ (∗) cf. EP phêiðkhlámẂ WP phléiðkhà S

phâshá (Burmese Sgaw), phékhâ (Thai Sgaw)
103-1. 炭 charcoal phÉTUrŪ (∗-∗-∗) [注]: Not *phĒTUrŪ

103-2. 薪 firewood hŪ (∗)
104. (火を)消す extinguish mĒ T́ı m

˚
Ì̄ (M1 H1 H2), mĒ labÌ̄ m

˚
Ì̄ (M1 L1-L3 H2)

105. 燃える burn m
˚

Ì̄ gÈhŌ (H2 L1-∗)
105-1. 火をつける set fire to ... Cw̄ı m

˚
Ì̄ (∗ H2)

106. 座る sit shaná (∗-L1) cf. EP cĥınàð WP sh@̀náð S shênŌ

106-1. 寝台 bed zŌmòkhō (∗-∗-∗)
107. 横たわる lie down gÒ lā (∗ L1)
108. 眠る sleep shŌmı́ (∗-H1)
109. 夢を見る dream shŌmı́áā (∗-H1-∗)
109-1. めざめる wake phŪTEnĒ (∗-∗-∗)
110. 起きる (寝た状態から) get up wÈthō (∗-H2) cf. EP GĒth@́Wð WP Gâith@̀

S GĒsh@́th@̂

111. 立つ,立っている stand shóthō (∗-H2)
111-1. 井戸 well th́ıbŌ (H1-∗)
111-2. 垣根 hedge thárā (∗-∗)
112. 閉める shut áá á̄ı (∗M3)
113. 開ける open áá thā (∗ H2?)
114. 住む live PŌ (M2)

＜道具＞
114-1. 泊まる stay at the other’s house shŌâÉ (∗-∗) (=rest)
114-2. 機械 machine gEhÉ (∗-H2) cf. Sgaw k@hâ

114-2a. 織機 loom thā (H2) cf. áō thā ‘weave’
114-3. 鏡 mirror mÌ̀tsā (∗-∗)
114-4. 椀 cup khwÈ (∗)
114-5. 皿 dish labā (∗-∗), sŌlŌ (∗-∗)
114-6. 匙 spoon zwÌ̄ (∗)
115. つぼ pot gōbō (∗-L1)
116. 鍋 pan gōbō (∗-L1)
116-1. 汲む draw (water) âā (M2)
116-2. そそぐ pour phÉlá (∗-∗)
116-3. こぼれる to spill out lādè tŌkŌ (L1-L3 ∗-∗), tŌkŌ lādè (∗-∗ L1-L3)
117. 包丁 knife âā (M1?) cf. EP dÒ, WP âáu S dÓ ‘ax’
118. 刃 edge âāTÚ (M1?-H1)
118-1. 臼,すりばち mill, mortar s̄ısŌ (H2-H2) [注]: おそらくどちらの音節も H

系列だが、頭子音は sh-ではなく s-。
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118-2. きね,すりこぎ pestle C̄ın̄ıtŌáÓ (∗-∗-∗-∗)(small one), kl̄ı (∗)(big one)
118-3. すりつぶす grind ẁı (L3)
118-4. つく pound dŌ (L2)
118-5. 槌 hammer kh̄ıbō [kh̄ıbō ∼ tCh̄ıbō] (∗-∗)
118-6. 釘 nail thalā (H3-∗)
118-7. のこぎり saw n

˚
Ēâū (H2-∗)

118-8. 斧 ax t̄Ìmā (∗-∗)
118-9. すき (鋤) kÚphlā (∗-∗) (called pauPpyā in Burmese), dūbù(∗-

∗) (called pauPtú in Burmese)
118-11. すき (犂) plow thĒ (H1?)
118-13. 研ぐ whet wÙ (∗)
119. 土ぼこり dust haph́ımū ∼ hāph́ımū (H2-L3-L3) cf. WP m@WP

‘powder’
120. 拭く wipe thŪáá (∗-∗)
120-1. 箱 box ???
120-2. 蓋 lid Pakhōâō (∗-H2-∗) [注]: おそらく khōは kō ‘head’

と関係がある。âōは ‘to cover (覆う)’を意味する。
120-3. かご basket phĒâó ∼ phEâó (∗-∗)(called păláið in Burmese),

pal
˚

ū (∗-∗)(called táuð in Burmese)
120-4. 袋 bag ???
121. つな,ひも rope, cord Pab̄ı (∗-L1)
122. 魚とりの網 fishing net dẁı (∗) (投げ網), sÉ (M2) (立てて仕掛けるもの)
122-1. 杖 walking stick n

˚
Ēthō (H2-H3)

123. 棒っきれ stick of wood n
˚

ı́klŌ (∗-∗)
123-1. はしご ladder khaáÓ (∗-∗)
123-2. 板 plank Tōá̄Ì (H2-M2?)

＜生活・戦い＞
123-3. 生まれる be born PŌlā (M2-∗)
125. 育つ grow dō thā (M2 H2) [注]: 最初の音節の頭子音は *âに

由来するが、âōとは発音されない。
126. 生きている alive PaTā PŌ (∗-H3 M2)
127. 太った fat áŪ (M2)
128. やせた thin wÈ (L1?[or L2?]) cf. EP xwĒ S xĒ

129. 疲れた (全身が) tired (all the body) lādā (L1-∗), lāáō lādā (L1-∗ L1-∗)
129-a. 疲れた (身体の一部分が) tired (a part of the body) béhē (∗-∗)
129-1. 元気な fine PŌ shŪ (M2-H2)
130. 病気の sick shÉ (H1)
130-1. 熱がある have a fever Cw̄ı thā (∗ H2)
131. 傷 wound Pabūlē (∗-L1-L2)
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132. 痛い pain shÉ (H1)
133. かゆい itchy Tā (H3)
133-a. くすぐったい ticklish Tā (H3)
134. 掻く scratch wà (L3) cf. EP khwá WP kwaP(unaspirated) S wàP

134-1. 薬 medicine diw
˚

ı̄ (*d̄ıw
˚

ı̄) (H2-H2)
135. 治す cure mĒ l

˚
ĒmÈ (L1 L1?-L2)

135-1. 治る get well, be cured l
˚

ĒmÈ (L1?-L2)
135-2. 毒 poison Pas̄ı (∗-∗)
136. 殺す kill mĒ T́ı (L1 H1)
137. 死ぬ die T́ı (H1)
137-2. 墓 tomb lùkhō (∗-H2)
138. 神 god, spirit dĒn

˚
ĒP (spirit)(L2-H3) cf. EP ch@ná;

á́ıshĒ (Christ) (∗-∗)
138-1. 信仰する believe in (religion) áū (∗) [注]: おそらく EP bóUð, WP áòuð,

S bû ‘offering’と語源的に関係がある。
138-1a. 拝む pray TĒáÉ thā ∼ TEáÉ thā (∗-M1 H2) [注]: おそらく EP

bà, WP áá, S bá ‘believe in’と語源的に関係がある。
139. けんかする quarrel mĒthÌ̄ (L1-∗)
139-1. 戦争する fight, make war âō (M3)
139-2. 勝つ win bĒ (∗)
139-3. 負ける defeat Cū (∗) [注]: Burmese Cóuð の借用か?
140. 逃げる run away swĒ (M2)
141. 追いかける pursue lŪ (L1)
142. 刀 sword âā (M1?) cf. EP dÒ, WP âáu S dÓ ‘ax’
143. 槍 spear Taáá (∗-∗)
144. 弓 bow khl̄ı (H2)
145. 矢 arrow blē (L2)
145-1. 銃 gun n

˚
Ēbō (H3?-L2) [注]: n

˚
Ēはおそらく道具を表す形態

素。bōは ‘have a hole; penetrated’の意。

＜人間・人間関係＞
146. 人間 person b̄ıjā ∼ bjā (L1), bwĒ (∗)(Prefix denoting aperson.)
147. 男 male Pamı̄khó (∗-∗-H1) [注]: mı̄ はおそらくチベット・

ビルマ祖語 ∗r-mi(y)-n ‘man/person’ と関係がある
(Matisoff 2003:602)。ポー・カレン語とスゴー・カレ
ン語は同源形式を持たない。

148. 女 female Pamı̄m
˚

ū (∗-∗-H2)
149. 子供 child Pab́ıshEphō (∗-∗-∗-H2’)
149-1. 少年 boy Pamı̄khóphō (∗-∗-H1-H2’)
149-2. 少女 girl Pamı̄m

˚
ūphō (∗-∗-H2-H2’)
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149-3. 未婚の人 unmarried person PaphŪTEphō (bachelor)(∗-H2?-H2-H2’),
PaáOlŌphō (maiden)(∗-∗-∗-H2’)

149-5. 大人 adult Pamı̄dō (∗-∗-M2)
150. 若い young C̄ıphō (H3-H2’)
151. 年取った old Tā bwē (H3 L2)
152. 父 father Papā ∼ Pápā (∗-L2)
153. 母 mother Pamō ∼ Pámō (∗-L2)
153-1. 父母 parents PamōPapā (∗-L2-∗-L2)
153-4. 祖父 grandfather Paphú (∗-H1)
153-5. 祖母 grandmother Paph́ı (∗-H1)
153-6. おじ uncle Patō (∗-∗)
153-7. おば aunt Patō (∗-∗)
154. 息子 son phōkhó (H2’-H1)
155. 娘 daughter phōmū (H2’-H2?)
155-1. 孫 grandson, granddaughter l̄ı (L1)
156. 年上の兄弟姉妹 elder sibling wē (L2)
157. 年下の兄弟姉妹 younger sibling bū (L2)
157-a. きょうだい brother(s) and sister(s) TÉbūwē (∗-L2-L2)
157-3. 甥,姪 nephew, niece phōdō (∗-∗)
157-5. いとこ cousin TÉkoáó (∗-∗-∗)
158. 夫 husband wā (L1)
159. 妻 wife m

˚
É (H1)

159-1. 嫁 daughter-in-law âĒ (M2)
159-2. 婿 sun-in-law mà (L3)
159-3. 結婚する marry phlÓ (∗)
159-3a. 家族 family dugūmū (∗-∗-∗), h̄ıphōpháphō (H2-H2’-H1-H2’)
159-6. 友人 friend PaTŌ (∗-H3), PakhÓ (∗-∗)
159-7. 敵 enemy âéâŌrOkhĒ (M2-∗-∗-∗)
159-9. 奴隷 slave bwĒzŪ (∗-∗)
159-10. 名 name Pamı̄ (∗-L1), Pamı̄PakhÉ (∗-L1-∗-∗)

＜社会・職業・生産＞
160. 村 village âó (M1)
160-a. 国 country ???
160-1. 町 city Pū (∗)
160-2. 市場 market zé (∗) cf. Burmese zé

161. 狩りをする hunt bò (∗)
162. 撃つ shoot khĒ (H3)
162-1. 罠 trap ???
162-2. 釣る to fish dEkhwÉ (H1)
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162-3. 裕福な rich jĒdà (∗-∗), rich man bwĒ jĒdà (L1 ∗-∗)
162-4. 貧しい poor shĒñÉ (∗-∗) [注]: EP Cáð S phGÔ; Burmese sh́ıðyÉ

の借用の可能性がある。
163. 盗む steal Pāhū (M2-H2)
163-1. 奪う rob Páwù ∼ Páẁı (M2-L3)
163-2. 田 rice-field khlŌlĒ (∗-∗)
163-3. 畑 field hūklÉ (swidden)(H3-∗), shūlē (∗-∗)
164. 仕事する work mĒ dĒ (L3 L2)
165. 休む rest PŌshŌâÉ (M2-∗-∗)
165-1. 耕す to plow khlú (∗)
165-2. 蒔く to seed ẁı (∗), rù (∗) cf. EP xẃı WP xẁı S phǴı

165-3. 稲を刈る reap rice kĒ (M3?) cf. EP kàU WP kouP S kúP

166. 剥く peel thúklŌ (∗-M3)
166-1. 編む knit thé (H1)

＜移動・交通＞
167. 行く go lē (L1) [注]: 日本語の「来る」や英語の come のよ

うに、直示中心への移動を表す場合もある。
168. 来る come gē (L1) [注]: EP thàið WP tháið S kē ‘return’ と

同源。
168-1. 帰る return gē áā (L1 ∗)
168-2. 残る remain PŌdā (M2-L2)
168-3. ついていく follow lē kŪ (L1 ∗) [注]: kŪは「同伴 (accompaniment)」を

表す動詞助詞 (verb particle)。
169. 出る go out hĒ thā (H3-H2) [注]: hĒ は ‘walk’ の意。thā は、

‘go up’ の意の動詞 (236 参照) に由来する動詞助詞
(verb particle)で、「外側への移動 (movement towards
outside)」を表す。

170. 入る enter n̄ı (L3)
171. (道を)曲がる turn degwē (∗-∗)
171-1. 回る spin bÌ̄r̄Ì (∗-L3)
171-1a. (周りを)回る go around d̄ıẁı (∗-∗)
171-3. 着く arrive dō (L2)
172. 止まる stop PŌshŌâĒ (M2-∗-∗)
172-1. 越える go beyond phlÓtUlŪ (∗-∗-∗)
172-1a. 渡る cross lēwÈ (L1-L2)
173. 歩く walk hĒ (H3)
174. 走る run swĒ (M2) cf. EP cáið ‘walk’, WP sàið ‘run’
175. 速い fast plá (H2?) cf. EP phlÉ

176. 遅い slow TāâÓ (∗-∗)
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176-a. ゆっくり slowly gŪjŪ (∗-L1) cf. Related with Sgaw k@jŌ ‘slowly’.
177. 這う creep, crawl ???
177-1. 乗る ride âŌ (M3)
177-2. 運ぶ carry PjāP (∗)
177-3. 持って行く take away lē P̄ı (L1 M2) [注]: P̄ıは「与える (give)」を表す

動詞 (192参照)に由来する動詞助詞 (verb particle)。
この動詞助詞は applicative marker的な機能を持つ。
cf. 446.

je

1sg
lē

go
P̄ı

APP
dàphō

fish
「私は魚を持っていった」(I took a fish.)

177-4. 持って来る bring gē P̄ı (L1 M2)

je

1sg
gē

return
P̄ı

APP
dàphō

fish
「私は魚を持ってきた」(I brought a fish.)

178. 道 road klĒ (∗?[or M1?]) cf. EP P@lāðP@klÈ ‘place’, S klÉ

179. 橋 bridge khādrŌ (∗-∗)(普通の橋), khādŌ (∗-L2)(丸太橋)
180. 車 (牛車,馬車など) carriage l

˚
É (H2?) [注]: ポー・カレン語 (EP láið WP

làið)やスゴー・カレン語 (SK lê)との比較では l
˚

Ēと
いう形が予想されるが、実際には高い声調を取る。
これはビルマ語の影響かもしれない。

181. 車輪 wheel âākóg̀Ì (∗-∗-∗)
182. 舟 boat khĺı (H1)
182-2. 舟をこぐ row a boat wā (L2?) cf. WP wâ EP phlĒ

＜言語・伝達＞
183. ことば language dĒj̀ÌáĒ (L-∗-∗), PalēPaw

˚
Ē (∗-L2-∗-∗)

184. 話す speak âŌ (M2?) cf. EP khlàiðd@́Wð WP khláiðâ@̀

185. 言う say Same as 184.
186. 尋ねる ask âÉ (∗)
186-1. 答える answer âŌ gē (∗ L1)
186-2. 昔話 fairy tale dĒlĒblō (L2-∗-∗), dĒlĒblō thŪlálŪ (L2-∗-∗ ∗-∗-∗)
186-3. 嘘をつく to lie plĒ (∗), âŌ plĒ (∗ ∗)
186-4. 本当 truth, real thing Tébwē (∗-∗), Tébwē TĒĺÌ (∗-∗ ∗-∗)
186-5. 文字 letter, writing sĒ (∗) [注]: Burmese sàの借用か?
186-6. 書く write w

˚
ē (M3)

186-7. 読む read phā (∗) [注]: おそらく Burmese phaP の借用。
186-8. 紙 paper sÉkū (∗-∗) [注]: おそらく Burmese sEPkù (< Mon)
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の借用。
187. 呼ぶ call jō (M3?) cf. EP kò WP koP S kōP

187-1. 命令する order, command n
˚

ā (∗) cf. n
˚

ā lē sĒ (let-go-him) ‘order him to
go’

＜遊び・芸術＞
189. 遊ぶ play gājà (∗-∗), gājà gĒjĒ (∗-∗ ∗-∗)
190. 歌う sing TábÙ (∗-∗)
191. 踊る dance kā (∗) [注]: おそらく Burmese kâの借用。

＜授受＞
192. やる give P̄ı (M2)

ji

1sg
P̄ı

give
sĒ

3sg
sĒ

letter
tE

one
áĒ

NC
「私は彼に手紙をやった」(I gave him a letter.)

192-1. 手に入れる get n̄ıáĒ (L2-M2)
192-2. 売る sell shÉ (H1)
192-3. 買う buy bwÌ̄ (L1) cf. EP xwè WP xwé S pGē

192-4. 貸す,借りる lend, borrow N
˚

ā (∗) [注]: Burmese hNáの借用。
192-5. (金で)貸す,借りる lend, borrow (with money) Same as 192-4.
192-5a. (金を)貸す,借りる lend, borrow money lŌ (L2)
192-6. 送る send pó (∗) [注]: Burmese pôの借用?

＜対人動作・対物動作＞
193. 会う meet tsāth̄ı (∗-H2) cf. pāth̄ı ‘to find a thing’
194. 待つ wait PŌCÚwŪ (M2-∗-∗)
194-1. 真似る imitate, mimic mĒsaâÓ (L1-∗-M1)
194-2. ほめる praise tháthaP̄ı (∗-∗-∗)
194-3. 叱る scold hÓ (叱る)(∗), hŪ (罵る)(∗)
195. 殴る,たたく hit, strike dŌ (上から殴る;not âŌ)(M2’), dē (横から殴る)(∗),

thŌ (突く)(H3), l
˚

Ì̄ (棒で殴る)(∗)
195-1. 頼む ask, request dā (∗)
195-2. 手伝う help mĒzō (L1-L1)
195-2a. 救う save Same as 195-2.
196. かみつく bite Pē (M2)
197. 取る take phÌ̄ (∗)
198. 持つ,つかむ hold bÒ (∗)
199. つかまえる catch d̄ılā (∗-∗), d̄ıglō (∗-∗) (Both mean ‘つかむ (grasp)’.)
200. 放す release ááplĒ (∗-L2?) cf. EP ph@jā WP phlâ SK plà
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201. 投げる throw w
˚

é (H3)
201-1. 棄てる throw away w

˚
é kÉ (H3-H3) [注]: おそらく動詞助詞 (verb par-

ticle) kÉ は、w
˚

é ‘throw’(201) の古い形に由来する。
w
˚

éは EP khwái WP khweiP S kẁıPと同源である。
202. さわる (無意志的に) touch (unvolitionally) tŌwÈ (∗-∗)
202-a. さわる (意志的に) touch (volitionally) pŪwÈ (∗-∗)
203. こする rub phóTir̄Ì (∗-∗-∗)
204. (ビンなどを)振る shake glēglà (∗-∗)
204-a. (手などを)振る wave wē (∗)
205. (車などを)押す push shā (H2)
205-a. (スイッチなどを)押す push s̄ı (∗)
206. 引く pull sw̄ı (M3) cf. EP càU WP couP

207. しぼる squeeze ẁı (∗)
207-1. 担ぐ carry on one’s shoulder PjāP (∗)
208. 背負う carry on one’s back phū (H2)

su

he
phū

carry
so

his
phō

child
「彼は子供を背負っている」(He is carrying his child
on his back.)

209. 蹴る kick th́ı (H1) cf. EP th@̂ð S thú

210. 踏む step on, tread on jà (L2)
210-1. 使う use shŌTóP̄ı (∗-∗-∗)
210-2. なくなる be lost l

˚
ÉmÈ (∗-L2) cf. EP làðmā WP láðmâ S hámà

211. かくす hide, conceal áÉlÈ hū (∗-∗ H2)
211-1. しまう put back áÉlá gē (∗-∗ L1)
212. さがす seek wāsál

˚
Ē (∗-∗-∗)

213. みつける find pāth̄ı (∗-∗)
214. 見せる show âél̀Ì thā (∗-∗ H2)
215. 置く put áÉlá (∗-∗)
215-1. 包む wrap áŌ (M2)
215-2. 広げる unfold áál

˚
È lā (∗-∗ L1), âÉlá (as mat)(M1-∗)

215-3. 掛ける hang sakwā (∗-M3)
215-4. 入れる put in áé ǹı (∗ L3)
215-5. 出す put out phÌ̄ thā kÉ (H2? H2 H3)[take-ascend-throw]
216. 集める collect áÉ plō (∗ ∗)
216-a. 集まる gather PŌ plō (M2 ∗)
217. 作る make mĒ (L2)
218. こわす break(vt) mĒ kÉ (L3 L2?)
218-a. こわれる break(vi) kÉ (L2?)
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219. 直す mend, repair prā gē (∗ L1)
220. 裂く tear thō thĒlĒ (∗ ∗-∗)
220-a. 裂ける be torn thĒlĒ (∗-∗)
221. 曲げる bend mĒ Tegwé (L1 ∗-∗)
221-a. 曲がる to be bent Tegwé (∗-∗)
222. 折る bend to break mĒ th́ıdù (L3 ∗-∗)
222-a. 折れる to be broken (long thing) th́ıdù (∗-∗)
223. 洗う wash Púshaáá (hand, dish, etc.)(∗-∗-∗), ĆÌbÙ (clothes)(∗-∗),

shōC̄ı (head)(∗-∗), Públà (face)(∗-L2)
224. 巻く wind, roll TUkÚ (∗-∗)
225. むすぶ tie só (M1)(むすぶ, しばる), g̀Ì[dý̀Ì] (L2)(糸を巻き付

ける)
226. ほどく untie áá plĒ kÉ (∗ ∗ H3)
227. かぶせる,おおう cover áá á̄ı (∗ M3)(穴などを塞ぐ), phlā lā (∗ L1)(かぶ

せる)
228. ふくらむ swell gophó thā (∗-H1 H2)(傷などが), paló thā(∗-∗

H2)(風船などが)
228-2. 貼る stick, paste Pjá (∗)
228-4. 引き抜く pull out sw̄ı thā kÉ (M3 H2 H3)
229. 突き刺す stab, pierce Cw̄ı (H3)
230. 切る cut bÈ (as fish)(∗), dÌ̄P (as hair)(L3), klá (as string)(∗) =

klá thÉdū (∗ ∗-∗)
230-a. 切れる to be cut thÉdū (∗-∗)
231. 混ぜる mix áÉ plō (∗ ∗)
232. 掘る dig khū (H2)

＜一般動作＞
233. する do mĒ (L1)
233-1. 始まる begin (vi) ??? [注]: ポー・カレン語やスゴー・カレン語も「始

まる」を意味する固有の語彙を持たない。
233-2. 終わる end w

˚
á (∗) cf. EP Gòð WP Gáuð S w̄ı

234. うごく move (vi) glēglà (∗-H3?) cf. EP wà WP GáiwaP S wáP

234-1. すべる slip pĺÌ (H1?) cf. EP phl̂Ì WP phlè S blé

234-2. 転ぶ fall down lākhū (L1-∗) cf. つまずく stumble khÉtukú(∗-∗-∗)
235. 跳ねる jump bē (∗)
236. のぼる go up thā (H2)
237. おりる go down lā (L1)
238. 落ちる fall lādè (L1-L3)
239. 濡れた wet sŌ (M2)
240. 乾いた dry Tó (魚など)(H1), lāTw̄ı (池, 洗濯物など)(L1-∗) cf.
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魚など: EP xâið WP xàið S xé; 池, 洗濯物など: EP
TŴ WP Tẁı S Tú

240-1. 比べる compare âÓdrŌ (∗)
240-2. 選ぶ choose rŪ (∗) cf. EP lw̄ı WP rŵı S rwé

240-3. 慣れる get used ???
240-4. 直す repair prā (∗)
240-6. 変える change áá khlĒ (∗ ∗)
240-7. 上手な be good at phÌ́Pā (∗-∗) cf. WP phjEP

＜知識・精神活動＞
241. 考える think gōmō (∗-H2?) EP chôðmóð WP sháuðmàuð S

shók@mô

242. 知る know T̄ıhÉ (H2-H1)
242-1. わかる understand T̄ıhÉ (H2-H1)
242-2. 覚える remember gōmō P̄ı (∗-H2 M2) [注]:「思い出す」も同じ。動詞

助詞 (verb particle) P̄ıに関しては 177-3と 446を参
照せよ。

243. 忘れる forget shŌTÓbŌn
˚

Ē (∗-H3?-L1-H2) EP TànÓ WP TaPnàð S
TáPpēnÔ

244. 数える count âŪ (M3)
244-1. 教わる,学ぶ learn mĒl

˚
Ú (L1-H2)

245. 恐れる fear sh̄ıshá (∗-∗)
245-1. 驚く bet surprised Tā(P) ganā (H3 ∗-∗)
246. 好む like wÈ (M2?); or Tā(P) Ē n̄ı (H3 M2 L2) (=want)
246-1. 嫌う,憎む dislike dE wÈ nŌ (∗M2? ∗)
247. 喜ぶ glad Tā(P) ganā P̄ı (H3 ∗-∗ M2), Tā(P) lō Tā(P) lā P̄ı(H3 ∗

H3 ∗M2)
247-1. 悲しむ sad PōTō PōTā (∗-H2 ∗-H3)
247-3. 信ずる believe áū (∗)
248. 怒る get angry TĒ thĒ (H3 H2)
248-1. ゆるす forgive áá l

˚
Ū (∗ ∗)

248-2. 恥ずかしがる be ashamed Tá wà (H2 L3)
248-3. 心配する be anxious áĒCó (∗-∗)
248-4. がまんする be patient khŌ TaâÓ (H3 ∗-∗) (Literally ‘wait slowly’)
248-5. 馬鹿な stupid gudū (∗-∗) cf. EP k@thŴ

248-6. 賢い clever Tā(P) gōlō (H3 ∗-∗)
249. 心 heart, mind Tā(P) (H3) [注]: P は現れる場合と現れない場合と

がある。
249-1. きちがいの insane, mad blū (L2)
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＜地学＞
250. 空 sky mÒkhō (L3-H2)
251. 雲 cloud dÈTōáō (L2-∗-∗) cf. dĒTōáō ‘bubble’
252. 霧 fog dĒCw̄ıth́ı (L3-H2-H1) [注]: ‘thing + cold +water’
253. 雨が降る to rain w

˚
Ē zū (H2 L1)

254. かみなり thunder l
˚

á (H1)
254-a. かみなりが鳴る to thunder l

˚
á wò (H1 ∗) cf. EP lâð xwèið WP

làð xwéið S lÓ pGē

254-b. かみなりが落ちる get struck by lightning l
˚

á phlā (H1 H3)
255. 稲妻が光る to lighten l

˚
á gō l̄Ì (H1 L2 ∗) [注]: ‘thunder + hot + red’

256. 虹 rainbow thōbàTókō (H2-∗-∗-∗) cf. thōbà ‘peacock’
257. 雪 snow ???
258. 氷 ice th́ıkhlō (H1-∗) cf. EP tĥıkhÚlóð S th́ıkòlò

259. 凍る freeze khlō (∗) EP khÚlóð WP khlèiðláðâaP S lŌT@kā

260. 溶ける melt lāgŪjŪ (L1-∗-∗) cf. lā gŪjÙ ‘go down slowly’
261. 太陽 sun lumū (∗-L2), lumūTÉlÈ (∗-L2-∗-∗)
262. 月 moon l

˚
É (H1)

263. 星 star shĒ (H2)
264. 光る to light kElÉ (∗-∗)
265. かげ shade gĒlĒ (∗-L1) cf. EP làCẂ WP làâẂ, S tàk@dẂ

266. 明るい bright l
˚

Ì̄ (∗)
267. 暗い dark kh̄ı[kh̄ı ∼ tC̄ı] (H3)
268. 風 wind gil̄ı (∗-L1)
269. 風が吹く wind blows gil̄ı dobò (∗-L1 ∗-∗)
269-1. 静かな silent tāáāáā (∗-∗-∗) ‘静かな’, pwĒs̄Ì (∗-∗) ‘黙っている’
270. 暑い hot gō (L2)
271. 寒い cold sō (H2?) [注]: EP CẂ ‘cool’と同源か?
272. 暖かい warm lĒ (L2)
272-1. 地面 ground, land làkhō (L3-H2) cf. EP lá ‘underside’
273. 山 mountain khOlÓ (H2-L1?) cf. EP khÚlòð WP khòláuð

273-1. 丘 hill khÓplō (∗-∗)
273-2. 谷 valley lÒâÚká (∗-∗)
274. 森,ジャングル forest m

˚
Ì̄lÈklÉ (∗-L3-M1) cf. EP mèiðláklà

275. 野原,平原 field, plain lÒâÚ (∗-∗)
276. 湖,沼 lake th́ın

˚
Ō (H1-H2)

276-1. 泉 fountain, spring th́ıthābū (H1-H2-L1)
277. 川 river gÒlÒ (L3-L3)(big river), lÒ (L3)(small river)
277-1. 水 water th́ı (H1)
278. 泡 bubble dĒToáō (L2-∗-∗) cf. Toáō ‘to bubble’
279. 沈む sink lāprū (L1-∗) cf. EP làðb@̀ð WP láðá@́ S lŌbl@́
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280. 浮かび上がる float ???
281. 流れる flow lājŪ (L1-L1)
281-1. 滝 waterfall th́ıblā (H1-∗)
282. 川岸 shore th́ılÒwè (H1-L3-∗)
282-1. 崖 cliff rŌ (ordinary cliff)(∗), blā (cliff of a river)(∗)
283. 海 sea pElĒ (M2?-L2?) cf. Burmese p̀ıðlÈ

284. 波 wave pĒpÓ (∗-M1?) cf. EP l@pÒ WP l@pÓ S l@pÓ

285. 島 island ???
286. 石 stone lō (L2)
287. 砂 sand lōT́ımı̄ (L2-∗-∗) cf. T́ımı̄ means ‘grain’.
288. 土,泥 soil, mud hapEPĒ (H2-∗-∗)
288-3. 鉄 iron thalā (H3-∗)
288-4. 金 gold thÉ (H1)
288-5. 銀 silver hÚ (∗)
288-6. 銅 copper krē (∗) cf. WB kre2

288-7. 鉛 lead bà (∗)

＜植物＞
289. 木 tree Tō (H2), Tōmū (H2-∗)
290. 草 grass mı̄ (∗)
291. 幹 trunk Pamū (∗-∗)
292. 樹皮 bark Paphē (H3)
293. 茎 stem PamūáÓ (∗-∗-M1)
294. 枝 branch Paphá (∗-∗)
295. 葉 leaf Pal

˚
Ē (∗-H2)

295-1. つる creeper, vine w̄ı (∗)
295-2. 棘 prickle, thorn Pashū (∗-H2)
296. 花 flower phÓ (H1)
297. 根 root Pakhaw̄ı (∗-H2-L2) [注]: khā ‘foot, leg’
298. 生える grow, come out kĒ thā (M2’ H2)
299. 枯れる wither lan

˚
Ó (L1-∗)

299-1. 竹 hŪ (H2)
299-2. きのこ mushroom zū (∗)
299-a. ココヤシの木 coconut tree PūTĒmū (∗-H2-∗)

＜植物＞
300. 動物 animal dĒphōdĒwē (L2-H2-L2-∗)
301. 鳥 bird thóphō ∼ thōphō (H2-H2’)
302. 魚 fish dàphō (∗-H2’)
303. 虫 insect dĒmūbwēmūkrŌ (L2-∗-∗-∗-∗)
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304. 犬 dog thw̄ı (H2)
304-1. 猫 cat mı̀jŌ (∗-L1) cf. EP mı̀jÒ WP mı̀jáu S Tâmı́jŌ

304-2. 馬 horse TÌr̄Ì (H2-∗)
304-3. 牛 cattle, etc. bō (∗)
304-3a. 水牛 buffalo benē (∗-L2)
304-5. 山羊 goat bĒgōlĒ (∗-∗-∗)
304-6. 豚 pig thŌ (H3)
304-7. 鶏 chicken Ćı (H1)
304-9. 虎 tiger khÌ́ [khÌ́ ∼ tChÌ́] ∼ khj́Ì (H1)
304-10. 熊 bear thÉ (H1?)
304-11. 狼 wolf gajaáŪ (∗-∗-∗) [注]: Burmese wùðpălwè に対応す

る動物。
304-12. 狐 fox thw̄ımı̄ (H2-L1) [注]: Burmese myègwé に対応す

る動物。
304-13. 鹿 deer khō (∗)
304-14. 猿 monkey jò (L3) cf. EP ch@PàU WP sh@PouP S tāPẂP

304-15. 兎 rabbit TÉâĒ (∗-M1)
304-16. 鼠 mouse j̀ıphō (mouse)(L2?-H2’), jw̄ı (rat)(L2?) cf. EP jW̄

WP jû S jẀ

304-17. 象 elephant gashá (∗-H1)
304-19. 蝙蝠 bat plĒ (∗)
304-21. 蟹 crab CwĒ (H2)
304-22. 蝦 shrimp tEtÉphō (∗-∗-H2’) cf. EP T@dáð WP T@âàð S T@dÔ

305. 貝 shellfish khlōmÒwé (H2-∗-∗)
305-1. 鷲 eagle lèdō (∗-∗)
305-4. 鵞鳥 (ガチョウ) goose PūbĒ (∗-∗)
305-5. 鳩 dove Tokódrū (∗-∗-∗) (both pigeon and dove)
305-6. 鴉 (カラス) crow sawá (∗-∗)
305-7. 雀 sparrow thōphōmū (H2-H2’-∗)
305-8. 蝶々 butterfly gŌnÒphÌ́ (∗-∗-∗) cf. EP jâðkòphèið WP ph̀ıâoPkhá

S sŌk@pē

306. アリ ant dŪTā (L2-∗)
306-1. 蜘蛛 spider gÙgā (L1-∗)
306-2. 蜜蜂 bee gin̄ı (∗-L1[tonally H1]) cf. EP nÌ̂ WP nè S k@nÉ

307. 蚊 mosquito bozoth́ı (∗-∗-∗) cf. EP ćıcòð WP sh@phò S p@sō

308. ハエ fly phŪáá (∗-∗)
309. のみ flea klēP (H1?[or M1?]) cf. EP khl̂ı S kĺı

310. しらみ louse Tō (H2) cf. EP T@́Wð WP T@̀ S Tû

311. ヘビ snake wū (L2)
311-1a. other reptiles and amphibians ヤモリ house lizard dÉl̄Ì (M1-L2),キノボ
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リトカゲ (B. pouPT̀ıðñò) khw̄ıkÒ (H2-∗), トッケー
(B. tauPtÊ) tÓtÈ (M1-*),ワニ crocodile TÉmÈ (∗-L3),
カメ turtle ???,カエル frog ???

312. つの horn Panō (∗-L1)
313. 動物の爪 T́ımı̄ (∗-H2)
314. 尾 tail Pakám

˚
ı̄ (∗-∗-H2? [tonally L2])

315. くちばし beak lŌmŌ (∗-∗)(=24 ‘mouth’)
316. つばさ wing Paâē (∗-M3)
317. 羽毛 feather PaCŪ (∗-H2)
318. 巣 nest Pab̄ı (∗-∗)
319. 飛ぶ to fly w

˚
ı̄ (∗) cf. EP jẀ WP jú S jū

320. 泳ぐ swim wā th́ı (L2? H1) cf. EP jā tĥı WP jâ th̀ı S pÒ th́ı

320-1. 鳴く cry (animals or insects) jō (M3?) cf. EP Gáðkò WP GàðkoP

320-1a. 吠える bark (dog) Pō cf. EP màð WP máð S mŌ

320-2. 卵を生む lay eggs â̄ı (M2)
320-3. 飼う raise, rear áōP̄ı (M2-M2) cf. EP PáðbẂ WP PàðlŴ S bŴ

＜形・色・音・匂＞
321. 円い round (circle) koló ∼ kulú (∗) cf. EP wàðkhwàð WP khwáð S

k@wŌ

321-a. 丸い round (sphere) koló ∼ kulú (∗) cf. EP póUðlóUð, phóUðlóUð WP
phlòuð S phl@̂

322. するどい (包丁の刃など) sharp thá (∗)
322-a. とがっている (針など) sharp-pointed sú (M1)
323. 鈍い dull dOglŌ (∗-∗) cf. EP làðlài WP láðleiP S lū

323-1. 平らな flat âÚ (∗) cf. EP xŴ, xŴxàð, WP xáð, S p@̄

324. 穴 (壁などの突き抜けた穴) hole Pabū (∗-L1)
325. まっすぐな straight ???
325-1. 線 line PakrŌ (∗-∗)
325-3. 跡 trace ??? cf. 足跡 footprint khālē (H2-L2)
325-4. 物 thing dĒ (L2) cf. EP ch@̄, WP sh@̂, S tà

326. 大きい big dō (M2)(Not â) cf. EP dÚ WP âò SK dô

327. 小さい small sh̄ıphō (H3-H2’)
328. 長い long thó (H1)
329. 短い short b́ıphō (H2?-H2’) cf. EP phı́ WP phı̀ S phŴ

330. 厚い thick ấı (∗) cf. EP táð WP tàð S tÔ

331. 薄い thin pú (M1?) cf. EP b@̀ð WP á@́ S bú

332. 色 color PajŌ (∗-∗)
333. 赤い red l̄Ì (∗) cf. EP GÒ WP Gáu S GŌ

334. 青い blue blĒ (∗) cf. EP lâ WP pjà S lá
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335. 黄色い yellow áá (M1)
336. 緑色の green klŪ (∗)
337. 白い white áó (M1)
338. 黒い black T́ıpā (H1-∗)
338-a. 茶色い brown klŪl

˚
É (∗-∗)

338-1. 塗る to paint phrŪ (H2) cf. EP GẂ WP GẀ S phú

339. 音 sound Palè (L2)
340. におう to smell n

˚
ú (H1)

＜性質＞
340-1. 乱暴な violent, rough mı̄ (L1)(=wild)
340-2. 優しい gentle Tā(P) l

˚
Ó (H3 ∗)

340-3. 親切な kind Tā(P) wÌ̄ (H3 M2?)
340-4. 勇気のある brave áū (M2), khú (∗), PakhúPahÉ (∗-∗-∗-∗)
340-6. 正直な honest TŪTā(P) (∗-H3)
340-8. 怠ける lazy kō (L2? [or M2?]), (Pa)kō(Pa)klŪ (∗-L2[or M2?]-∗-∗)

(elaborate expression)
341. 強い strong shŪ ∼ CŪ (H2)
342. 弱い weak tU shŪ nŌ ‘not strong’
343. 正しい correct, right áĒ (M2)
344. 良い good PĒ (M2?), (Pa)w̄ı(Pa)PĒ (∗-M2?-∗-M2?)(elaborate

expression)
345. 悪い bad tE PĒ nŌ ‘not good’
345-1. 易しい easy Có (H1)
345-2. 難しい difficult bā (∗)
345-3. 危ない dangerous dĒ áĒCó ‘to be worried about’
345-4. きつい tight ḱÌdÌ̀ (∗-L3) cf. EP k@thái WP kaP S x́ıP

345-5. ゆるい loose klá (M1? [or H1?]) cf. EP khlâð WP khlàð S klÓ

346. すべっこい smooth TÌl̄ÌtÌpwÌ̄ (∗-∗-∗-∗)
346-1. 荒い rough ???
347. 古い old l̄ılā (L1-L1), l̄ılāw

˚
Élá (L1-L1-∗-∗)(elaborate

expression)
348. 新しい new TÉ (H1)
349. 美しい beautiful w̄ı (M2?), (Pa)w̄ı(Pa)mŌ (∗-M2?-∗-∗)(elaborate

expression)
349-1. みにくい ugly garà (∗-L3), garàḡÌdÌ̄ (∗-L3-∗-∗)
350. 清潔な clean Tábrā (∗-∗) cf. EP pràð WP pláð

351. 汚い dirty áŌpEPĒpaPā (∗-∗-∗-∗-∗)
352. 固い hard saP (∗)
353. 柔らかい soft zē (∗), zēgōbò (∗-∗-L3) cf. EP pháU WP phouP S
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k@pẀP

＜空間＞
353-1. 場所 place PalēPaklĒ (∗-L2-∗-M1?)
354. 前 front Pal

˚
ÓmÒ (∗-∗-L3?)

355. 後 back Palēká (∗-L2-H1)
355-1. 近く nearby place Pazawā (そば)(∗-∗-∗), PawòlŌ (そば)(∗-∗-∗), PakáthÌ̄

(近く)(∗-∗-∗)
356. 間 between PaplĒ (∗-∗), PaTagrá (∗-∗-∗) cf. EP P@klà, P@Tàklà

WP P@klá S P@klá

357. 上 upside Pakhō (touched)(∗-H2), PagÙthā (not touched)(∗-∗-
H3)

358. 下 downside PakálÈ (not touched)(∗-H2?-L2), PalÈ (touched)
(∗-L2)

359. 中 inside Pabū (∗-L1)
360. 外 outside Pakhló (∗-H1)
361. 右 right sūtEthwĒ (M2’-∗-H2)
362. 左 left sūtÌs̄Ì (M2’-∗-M2)
363. 先端 point, tip Pazō (∗-∗)
364. 近い near áŪth̄ı (M3-∗), PŌ áŪ (M2 M3)
365. 遠い far PŌ j̄Ì (M2 L1), PŌ j̄Ì PŌ zō (M2 L1 M2 ∗),
366. 高い high thaj̄Ì (H2-L1)
367. 低い low áŪlā (∗-L1) cf. EP phı́ WP phı̀ S phŴ

368. 深い deep jÒ (L3)
369. 浅い shallow âā (M2)
370. 広い wide khÓ (∗)
371. 狭い narrow P̄Ìn

˚
Éphō (M2-∗-H2’)

372. いっしょに together plōplō (∗-∗) cf. EP phléphlé

373. 満ちた full pé thā (M1 H2)
374. 空っぽの empty tO PŌ di mı́ nŌ (not-be-one-kind-not) ‘There is not a

kind of thing.’
375-1. 東 east lūmūthā (lūmū ‘sun’ thā ‘ascend’)(∗-L2-H2)
375-2. 西 west lūmūlā (lūmū ‘sun’ lā ‘descend’)(∗-L2-L1)
375-3. 南 south lÒkh́ı [kh́ı ∼ tĆı](L3-H1) (=source of a river)
375-4. 北 north lÒká (L3-H1) (=lower reaches of a river)

＜時間＞
375-5. 夜が明ける day breaks dĒ l

˚
Ì́ thā (L3 ∗ H2)

376. 朝 morning lūmūwŌ (∗-L2-L1)
376-1. 正午 noon lūmūkh́ıthā [-tCh́ı-](∗-L2-H1-H2)
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377. 昼間 daytime lūmūthā (∗-L2-H2)
378. 夕方 evening lūmūlā (∗-L2-L2?)
379. 夜 night dĒkh̄ı [-tCh̄ı](L2-H3), lūmūhĒ (∗-L2-H2) cf. EP

mW̄Gá, S m@há ‘evening’
380. 早い early TOá́ı (∗-∗)
381. おそい late PŌdā lēká (M2-L2 L2-H1)
382. 今 now Pajō (∗-L1)
383. 前に before PúCū (∗-∗) ‘ahead’, l

˚
énū (∗-∗) ‘formerly’, l

˚
él
˚

ēmōnū

(∗-∗-∗-∗) ‘long ago’
384. あとで afterwards dÒbé (∗-∗)
385. いつも always TEjÚ (∗-∗)
386. しょっちゅう often PŌPÉplā (∗-∗-∗)
386-1. ときどき sometimes taplātakhā (∗-∗-∗-∗)
387. 今日 today kódin̄ı (∗-∗-L1)
388. 昨日 yesterday móhĒdin̄ı (∗-H2-∗-L1)
389. 明日 tomorrow mŌbédin̄ı (∗-∗-∗-L1)
390. 毎日 everyday gó n̄ı (L3?[or M3?] L1) cf. EP kò WP koP S kōP

‘every’
391. 日 day n̄ı (L1)
391-1. 一週間 one week dOshOâÉ (∗-∗-∗)
391-2. 月 month l

˚
É (H1)

392. 年 year âē (∗)
392-1. 年齢 age Tā(P) (H3)
392-2. 暑季 hot season TāT̄ıkhÉ (∗-∗-H1)
392-3. 雨季 rainy season zūn̄ılā (L1-L1-L1)
392-4. 涼季 hot season dĒhŌkhÉ (L2-L2?-H1)

＜数・量＞
393. 数える count âŪ (M3?)
394. 1 dE mÉ (∗ ∗) [注]: 形態素 /tV ∼ dV/ ‘one’ は、常

に軽声 (atonic)で発音され、後続する助数詞の初頭
音節の頭子音と母音に従って形を替える。すなわ
ち、子音調和 (consonant harmony)と母音調和 (vowel
harmony) を生じる。後続する音節の頭子音が T 系
列の場合には tVとなり、後続する音節の頭子音が
D系列の場合には dVとなる。一方、母音は常に後
続する助数詞の母音と同じである。
　ゲーバー語の数詞は常に助数詞と共に使われる。
EP l@̂ð ‘one’ n̂ı ‘two’ T@̂ð ‘three’ l̄ı etc. や SK t@́ ‘one’
kh́ı ‘two’ T@́ ‘three’ lẁı ‘four’ etc. のような単独で
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使える自由形態素としての数詞はない。数え上げ
(counting up) や数詞の引用には、助数詞 mÉ ‘kind’
が用いられる。

395. 2 gi [gi ∼ dýi] mÉ (∗ ∗)
396. 3 Tó mÉ (H1 ∗)
397. 4 lw̄ı mÉ (L2 ∗)
398. 5 jÈ mÉ (L2 ∗)
399. 6 PamÉ Tá TŪ (∗-∗ H1 ∗) [注]: PamÉ (Pa- ‘prefix’

+ mÉ) は mÉ の独立形式である。Tá は ‘three’ の
意、TŪ は ‘pair’ の意であり、したがって Tá TŪ は
‘three pairs’ を意味する。TŪ と組み合わさったと
き、‘three’を表す形態素は Tóではなく Táとなる。

400. 7 Tá TŪ dE mÉ (H1 ∗ ∗ ∗) [注]: これは文字通りには
‘three pairs and one’を意味する。

401. 8 PamÉ lw̄ı TŪ (∗-∗ L2 ∗) [注]: これは文字通りには
‘four pairs’を意味する。

402. 9 lw̄ı TŪ dE mÉ (L2 ∗ ∗ ∗) [注]: これは文字通りには
‘four pairs and one’を意味する。

403. 10 PamÉ C̄ı (∗-∗ H1)
403-a. 11 C̄ıdE mÉ (H1-∗ ∗)
403-b. 12 C̄ıgi mÉ (H1-∗ ∗)
403-c. 16 C̄ı PamÉ Tá TŪ (H1 ∗-∗ H1 ∗)
404. 20 giĆı [gi ∼ dýi] (∗-H1)
404-a. 60 PaĆı Tá TŪ (∗-H1 H1 ∗)
404-b. 90 lẁı TŪ diĆı (L2 ∗ ∗-H1)
405. 100 dEgEjĒ (∗-∗-L1)
405-11. 1,000 dOthŌ (∗-∗?)
406. 回 time ta plā (∗M1) cf. EP blàð WP áláð S blÓ

406-4. 最初 for the first time PaPúCū (∗-∗-∗), PakáthÌ̄ (∗-H2?-H3)
406-5. 二人目 second person gi bwĒ dE bwĒ (∗ L1 ∗ L1)(two-NC[person]-one-

NC[person])
406-7. 最後 last Pagudūlá (∗-∗-L3-∗)
406-8. ひとりで alone dE bwĒ lŌ (∗ L1 L1?)
407. 全部 all lósásĒ (∗-∗-∗)
407-1. 誰も everyone gŪ bwĒ (M3?[or L3?] L1)
408. 半分 half klámÉ (∗-∗)
408-3. 両方 both gi mÉ lōlō (∗ ∗ L3-L3)
408-4. 測る,計る,量る measure kh̄ı [kh̄ı ∼ tCh̄ı] (∗)
409. 重い heavy thō (∗)
410. 軽い light ph́ı (H1)
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411. 多い many PŌ PĒ (M2 M2’)
412. 少ない few t̄Ìk̄Ìphō (∗-∗-H2’) (noun?)
412-1. 増える increase PŌ PĒ thā (M2 M2’ H2)
412-2. 減る increase PŌ s̄ıphō(∼ C̄ı-) lā (M2 H3-H2’ L1)

＜代名詞など＞
413. わたし I jV (before a noun or a verb; atonic)(∗), jĒ

(otherwise)(L1) [注]: jV は ‘1’ を表す形態素
(394)と同様に母音調和 (vowel harmony)を起こす。
すなわち、jV の母音は、後続する音節の母音と常
に同じである。

jĒ

1sg
nū

TOP
je

1sg
lē

go
「私はというと、行きました」(As for me, I went.)

414. わたしたち we wV (before a noun or a verb; atonic)(∗), wā

(otherwise)(L1) [注]: wV は母音調和 (vowel
harmony)を起こす。すなわち、wVの母音は、後続
する音節の母音と常に同じである。

wā

1pl
nū

TOP
wa

1sg
thā

ascend
「私達はというと、登りました」(As for us, we went
up.)

415. おまえ thou nV (before a noun or a verb; atonic)(∗), nĒ

(otherwise)(L1) [注]: nV は母音調和 (vowel
harmony)を起こす。すなわち、nVの母音は、後続
する音節の母音と常に同じである。

nĒ

2sg
nū

TOP
nO

2sg
pŌ

vomit
「あなたはというと、吐きました」(As for you, you
vomited.)

416. おまえたち ye T́ı (H2) cf. EP n@T́ı WP n@T̀ı S TẂ

417. 彼,彼女 he, she sV ∼ zV (before a noun or a verb; atonic)(∗), sĒ (oth-
erwise)(L1) [注]: /sV ∼ zV/ は ‘1’ を表す形態素
(394) と同様に母音調和 (vowel harmony) と子音調
和 (consonant harmony) を起こす。母音は常に後続
する音節の母音と同じである。後続する音節の頭子
音が T系列の場合には sV、後続する音節の頭子音
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が D系列の場合には zVとなる。

sĒ

3sg
nū

TOP
zE

3sg
mĒ

do
「彼/彼女はというと、しました」(As for him/her,
he/she did.)

sĒ

3sg
nū

TOP
sU

3sg
âŪ

count
「彼/彼女はというと、数えました」(As for him/her,
he/she counted.)

418. 彼ら,彼女ら they sĒtŌsŌ (∗-∗-∗)
419. 自分 oneself jenē (1sg)(∗-∗), wenē (1pl)(∗-∗), nenē (2sg)(∗-∗),

T́ınē (2pl)(H2-∗), zenē (3sg)(∗-∗), zenē (3pl)(∗-∗)

jŌ

1sg
thŌ

stab
lā

descend
gē

return
jenē

myself
「私は自分自身を突き刺した」(I stabbed myself.)

wŪ

1pl
w
˚

Ū

betray
lā

descend
gē

return
wenē

ourselves
「私達は自分達自身を裏切った」(We betrayed
ourselves.)

nE

2sg
mĒ

do
T́ı

die
lā

descend
gē

return
nenē

yourselves
「あなたは自殺した」(You killed yourself.)

T́ı

2pl
mĒ

do
T́ı

die
lā

descend
gē

return
T́ınē

yourselves
「あなた方は自殺した」(You guys killed yourselves.)

zE

3sg
mĒ

do
T́ı

die
lā

descend
gē

return
zenē

himself
「彼は自殺した」(He killed himself.)

sĒtŌsŌ

3pl
mĒ

do
T́ı

die
lā

descend
gē

return
zenē

themselves
「彼らは自殺した」(They killed themselves.)

420. これ this one Pajō (∗-L1) cf. EP P@jò WP P@jÓ S P@P̄ı

421. あれ,それ that one Panū (∗-H2?) cf. EP P@nÓ WP P@nÒ S P@nê

421-a. それ it Pa (∗) [注]: 名詞や動詞の前にのみ現れる。
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421-2. この this jō (L1)

sĒ

book
tE

one
áĒ

NC[flat thing]
jō

this
「この本」(This book.)

421-3. あの,その that nū (H2?)

sĒ

book
tE

one
áĒ

NC[flat thing]
nū

that
「あの本」(That book.)

421-5. このように like this gòjō (∗-L1)

sĒ

book
gòjō

like this
tE

one
áĒ

NC
nū

TOP
Pa

it
PŌ

be
tEpwĒ

(euphemism)
Pà

QUE
「このような本を持っていますか?」(Do you have a
book like this?)

421-6. あのように,そのように like that gunū (∗-H2?)
422. ここに here áéjō (∗-L1)
423. あそこに,そこに there áénū (∗-H2?)
423-1. こちら this way Pajō dO khÓáā (∗-L1 ∗ H1-∗)
423-1a. あちら that way Panū dO khÓáā (∗-L1 ∗ H1-∗)
424. 誰 who bÒbwĒ (∗-L1)

bÒbwĒ

who
lē

go
bwĒ

QUE
「誰が行ったのか」(Who went?)

bÒbwĒ

who
Pā

eat
âÌ́

rice
bwĒ

QUE
「誰がご飯を食べたのか」(Who ate rice?)

bÒbwĒ

who
Pā

eat
âÌ́

rice
áéjō

here
bwĒ

QUE
「誰がここでご飯を食べたのか」(Who ate rice here?)

ne

2sg
dē

hit
bÒbwĒ

who
「あなたは誰を殴ったのか」(Who did you hit?)
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nŪ

2sg
hŪ

scold
bÒbwĒ

who
「あなたは誰を叱ったのか」(Who did you scold?)

425. 何 what dā nÈ (∗ ∗)

na

2sg
Pā

eat
dā

what
nÈ

QUE
「あなたは何を食べたのか」(What did you eat?)

nE

2sg
mĒ

do
dā

what
nÈ

QUE
「あなたは何をしたのか」(What did you do?)

nE

2sg
mĒ

do
dā

what
áéjō

here
nÈ

QUE
「あなたはここで何をしているのか」(What are you
doing here?)

dā

what
PŌ

be
nÈ

QUE
「何があるのか」(What is there?)

dā

what
PŌ

be
nO

2sg
lŌ

surface
nÈ

QUE
「何があなたにくっついているのか」(What is on
you?)

426. どれ which dŌlÈ dE dÉ (∗-∗ ∗ ∗)(where-one-NC[general]) cf. dŌlÈ

‘where’

na

2sg
TāPĒn̄ı

want
dŌlÈ

where
dE

one
dÉ

NC
「あなたはどれが欲しいのか」(Which do you want?)

Pa

it
PĒ

good
mÌ̄

COP
dŌlÈ

where
dE

one
dÉ

NC
「良いのはどれか」(Which is the one that is good?)

dŌlÈ

which
dE

one
dÉ

NC
mÌ̄

COP
Pa

it
PĒ

good
áĒ

to
nĒ

you
「どれがあなたにとって良いのか」(Which is the one
that is good to you?)

. áĒ ‘to, for’は動詞 áĒ ‘hit’に由来する動詞助詞 (verb particle)。
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スゴー・カレン語 (Sgaw Karen)の動詞助詞 bâやポー・カレン語
の動詞助詞 bâ(EP), áà(WP)も同様の機能を持つ。これらは、や
はり「当たる」を意味する動詞に由来する

427. どのように how sādÈ (∗-∗)

nE

2sg
mĒ

do
sādÈ

how
「あなたはどのようにしたのか」(How did you do
it?)

428. どこ where âÓlÈ (∗-∗)

ne

2sg
lē

go
âÓlÈ

where
「あなたはどこに行ったのか」(Where did you go?)

nO

2sg
PŌ

be
âÓlÈ

where
「あなたはどこに住んでいるのか」(Where do you
live?)

nO

2sg
PŌ

be
âÓlÈ

where
ne

2sg
gē

return
「あなたはどこに行ってきたのか」(Where have you
been?)

nO

2sg
PŌ

be
âÓlÈ

where
ne

2sg
lē

go
「あなたはどこの出身か」(Where are you from?)

sO

3sg
PŌ

be
âÓlÈ

where
ze

3sg
gē

return
「彼はどこに行ってきたのか」(Where has he been?)

na

2sg
Pā

eat
âÌ́

rice
âÓlÈ

where
「あなたはどこでご飯を食べたのか」(Where did
you eat rice?)

nÌ̄

2sg
bwÌ̄

buy
Pajō

this
dE

one
dÉ

NC
âÓlÈ

where
「あなたはこれをどこで買ったのか」(Where did
you buy this one?)
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Pajō

this
dE

one
dÉ

NC
mÌ̄

COP
nÌ̄

2sg
bwÌ̄

buy
âÓlÈ

where
「これはあなたがどこで買ったものか」(Where is it
that you bought this one?)

Pajō

this
dE

one
dÉ

NC
nū

TOP
nÌ

2sg
bwÌ̄

buy
áÈ

INEV
âÓlÈ

where
「これはあなたがどこで買うことになったものか」
(Where is it that you had to buy this one?)

. áĒ ‘inevitability’ は動詞 áĒ ‘hit’ に由来する動詞助詞 (verb
particle)。スゴー・カレン語 (Sgaw Karen)の動詞助詞 bâやポー・
カレン語の動詞助詞 bâ(EP), áà(WP)も同様の機能を持つ。これ
らは、やはり「当たる」を意味する動詞に由来する。

428-2. なぜ why dā PakhōPasÉ nÈ (∗ ∗-H2-∗-M1 ∗)

ne

2sg
lē

go
áéjō

here
dā

what
PakhōPasÉ

reason
nÈ

QUE
「なぜあなたはここに来たのか」(Why did you come
here?)

dā

what
PakhōPasÉ

reason
ne

2sg
dē

hit
má

??
jÈ

1sg
nÈ

QUE
「なぜあなたは私を殴るのか」(Why do you hit me?)

429. いつ when l
˚

ēgadÈ (∗-∗-∗)(past), âākhÉnÈ (∗-∗-∗)(future)

ne

2sg
lē

go
l

˚
ēgadÈ

when
「あなたはいつ行ったのか」(When did you go?)

ne

2sg
ge

IRR
gē

return
âākhÉnÈ

when
「あなたはいつ戻ってくるのか」(When will you
come back?)

430. いくつ how many bw̄ı (L1) + numeral classifier

Pa

it
PŌ

be
bw̄ı

how-many
bwĒ

NC[human]
「何人いるのか」(How many [people] are there?)

Pa

it
T́ı

die
bw̄ı

how-many
âó

NC[animal]
「何匹死んだのか」(How many [animals] died?)
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ni

2sg
P̄ı

give
jĒ

1sg
bw̄ı

how-many
áĒ

NC[flat thing]
「あなたは私に何枚くれたのか」(How many [plates]
did you give me?)

Pa

it
th́ıdū

break
bw̄ı

how-many
áÓ

NC[long thing]
「何本折れたのか」(How many [sticks] broke?)

430-1. いくら how much pwēdÈ (∗-∗)

ni

2sg
P̄ı

give
áĒ

INEV
pwēdÈ

how-much
「いくら払わねばならなかったか」(How much did
you have to pay?)

nÌ

2sg
bwÌ̄

buy
áĒ

INEV
pwēdÈ

how-much
「いくらで買わねばならなかったか」(How much
did you have to pay to buy it?)

na

2sg
Pā

eat
áĒ

INEV
âÌ́

rice
pwēdÈ

how-much
「どれくらい食べることができたか」(How much
did you get to eat?)

430-2. 何か something dEdÉdÉ (∗-∗-∗)(one-NC[general]-NC[general]) cf.
somebody dEbwĒbwĒ (∗-L1-L1), some day taplāplā

(∗-M1?-M1?)
431. いくつか some tOsŌsŌ (∗-∗-∗)

＜副詞・接続詞など＞
431-1. とても,非常に very CŪ (H2) cf. 341

Pa

it
PĒ

good
CŪ

very
「これはたいへん良い」(It is very good.)

Pa

it
wÌ̄

beautiful
CŪ

very
「彼女はたいへん美しい」(She is very beautiful.)

zÌ

3sg
wÌ̄

beautiful
CŪ

very



206 アジア・アフリカの言語と言語学　 3

「彼女はたいへん美しい」(She is very beautiful.)

431-2. 最良の best verb + gudú (∗-L3)

Pa

it
PĒ

good
gudú

most
「それは最も良い」(It is the best.)

zÌ

3sg
wÌ̄

beautiful
gudú

most
「彼女は最も美しい」(She is the most beautiful.)

Pa

it
wÌ̄

beautiful
gudú

most
mÌ̄

COP
sĒ

3sg
lŌ

SFP
「最も美しいのは彼女だ」(It is she that is the most
beautiful.)

431-3. 全然 not at all tV ‘one’ (∗) + numeral classifier

jE

1sg
dE

NEG
mĒ

do
ta

one
plā

NC[time]
nŌ

NEG
「私は何もしなかった」(I didn’t do anything.)

Pa

it
tO

NEG
PŌ

be
dE

one
bwĒ

NC[human]
nŌ

NEG
「誰もいない」(There is nobody.)

432. また again Palēká ta plā (∗-L2-H1 ∗M1?)

je

1sg
ge

IRR
gē

return
áā

back
kÓ

FUTURITY
Palēká

after
ta

one
plā

NC[time]
「私はまた来ます」(I will come back once more.)

433. まだ yet, still wē (still)(∗), n
˚

Ì́ (yet)(∗)

sO

3sg
PŌ

be
wē

still
tEpwĒ

euphemism
Pà

QUE
「彼はまだいるか」(Is he still there?)

sa

3sg
Pā

eat
wē

still
âÌ́

rice
Pà

QUE
「彼はまだご飯を食べているか」(Is he still eating
rice?)
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zo

3sg
do

NEG
dō

arrive
gē

return
n

˚
Ì́

yet
nŌ

NEG
「彼はまだ戻ってきていない」(He hasn’t arrived
back yet.)

434. もう already, anymore thó (already)(∗), bē (anymore)(∗)

jathá

train
lē

go (come)
thó

PERF
「列車が来た」(The train has come.)

ja

1sg
phá

cook
w
˚

á

finish
thó

PERF
âÌ́

rice
「私はご飯を炊き終わった」(I have cooked rice.)

ja

1sg
ta

NEG
Pā

eat
bē

anymore
âÌ́

rice
nŌ

NEG
「私はもう食べない」(I won’t eat anymore.)

jE

1sg
tE

NEG
mĒ

do
bē

anymore
dĒ

thing
nŌ

NEG
「私はもう仕事をしない」(I won’t do the job
anymore.)

ju

1sg
phú

stomach
de

NEG
lē

go
bē

anymore
nŌ

NEG
「私は既に下痢をしていない」(I don’t have diarrhea
anymore.)

435. もし if bēmé (∗-∗)

ne

2sg
ge

IRR
lē

go
bēmé,

if
jĒ

1sg
lÉ

also
je

1sg
lē

go
kŪ

together
「あなたが行くなら、私も行く」(If you go, I will
also go.)

. kŪは同伴を表す動詞助詞 (verb particle)である。

bēmé

if
ne

2sg
ge

IRR
lē,

go
jĒ

1sg
lÉ

also
je

1sg
lē

go
kŪ

together
「あなたが行くなら、私も行く」(If you go, I will
also go.)

bēmé

if
w
˚

Ē

rain
gu

IRR
zū

to rain
nū,

TOP
je

1sg
de

NEG
lē

go



208 アジア・アフリカの言語と言語学　 3

nŌ

NEG
「雨が降ったら私は行かない」(If it is rainy, I won’t
go.)

＜助詞など＞
436. ～へ,～に (到着点) to âó (∗)(=438,439)

je

1sg
lē

go
âó

to
tÓPū

Toungoo
nū

that
「私はタウングーに行った」(I went to Toungoo.)

gē

return
áā

back
âó

to
tÓPū

Toungoo
jō

this
「タウングーに戻って来い」(Come back to
Toungoo.)

437. ～まで till dá (∗)

âó

from
nū

there
dá

till
jō

here
「あそこからここまで」(From there to here.)

PŌCÚwŪ,

wait
dá

till
zo

3sg
dō

arrive
lē

go
nū

that
「彼が戻ってくるまで待ちなさい」(Wait till he is
back.)

438. ～から from âó (∗)(=436,439)

jO

1sg
PŌ

be
âó

from
tÓPū

Toungoo
ja

1sg
lā

come
「私はタウングーから来た」(I came from Toungoo.)

439. ～で;に (場所) in âó (∗)(=436,438), áé (∗) cf. S phÉ (H1)

ja

1sg
pāth́ı

meet
sĒ

3sg
âó

in
tÓPū

Toungoo
nū

that
「私はタウングーで彼に会った」(I met him in
Toungoo.)

ja

1sg
pāth́ı

meet
sĒ

3sg
áé

in
tÓPū

Toungoo
nū

that
「私はタウングーで彼に会った」(I met him in
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Toungoo.)

441. ～と (共同) with kŪ (∗) [注]: kŪは動詞助詞 (verb particle)であり、随
伴者を表す名詞を目的語として導入する applicative
的な機能を持つ。随伴者は ‘noun + ká (back)’とい
う形で表される。

ja

1sg
Pā

eat
kŪ

together
sa

his
ká

back
âÌ́

rice
「私は彼とご飯を食べた」(I ate rice with him.)

je

1sg
lē

go
kŪ

together
na

your
ká

back
âó

to
tÓPū

Toungoo
nū

that
「私はあなたとタウングーに行った」(I went to
Toungoo with you.)

442. ～と (列挙) and k̄Ì (∗)

jĒ

1sg
k̄Ì

and
nĒ

2sg
「私とあなた」(I and you.)

443. ～の (所有) of, ’s Possessor + Pa (∗) + possessed
444. ～も also, too lÉ (∗) [注]: おそらく Burmese lÉの借用語。

jĒ

1sg
lÉ

also
je

1sg
ge

IRR
lē

go
「私も行く」(I will go, too.)

445. ～より than âŌĺı (∗-∗) [注]: おそらくこの語は前置詞ではなく
動詞助詞 (verb particle)である。

jE

1sg
sĒ

book
dō

big
âŌĺı

than
nE

2sg
sĒ

book
「私の本はあなたの本より大きい」(My book is
bigger than your book.)

446. ～で (道具) by means of k̄Ì (∗)

ja

1sg
Pā

eat
âÌ́

rice
k̄Ì

with
zwÌ̄

spoon
「私はスプーンでご飯を食べる」(I eat rice with
spoon.)

「道具」は下に示すような文によっても表すことが
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できる。動詞 Pāの後の P̄ıは動詞 P̄ı ‘to give’ (192参
照)に由来する動詞助詞 (verb particle)で、applicative
的な機能を持つ (cf. 177-3)。P̄ıが使われると動詞の
元の目的語は現れることができない。

ja

1sg
Pā

eat
P̄ı

APP
zwÌ̄

spoon
「私はスプーンで食べる」(I eat with spoon.)

*ja

1sg
Pā

eat
P̄ı

APP
zwÌ̄

spoon
âÌ́

rice

446-2. ～である (copula) be mÌ̄ (L2)

jÌ

1sg
mÌ̄

COP
gèááphō

Geba
「私はゲーバー人である」(I am a Geba.)

jÌ

1sg
mÌ̄

COP
b̄ıjā

person
gèááphō

Geba
「私はゲーバー人である」(I am a Geba.)

447. ない (否定辞) not tV ∼ dV + verb [注]: 形態素 /tV ∼ dV/ ‘not’
は、常に軽声 (atonic)で発音され、‘1’を表す形態素
(394) や irrealis を表す形態素 (457-a) と同様に、子
音調和 (consonant harmony) および母音調和 (vowel
harmony) を生じる。後続する音節の頭子音が T 系
列の場合には、この形態素の頭子音は tとなり、後
続する音節の頭子音が D系列の場合には、この形態
素の頭子音は d となる。母音は常に後続する音節
の母音と同じである。主節においては、この形態素
が現れると、節の末尾に nŌという形態素が現れる。

jÌ

1sg
dÌ

NEG
mÌ̄

COP
gèááphō

Geba
nŌ

NEG
「私はゲーバー人ではない」(I am not a Geba.)

jE

1sg
tE

NEG
áĒ

right
gèááphō

Geba
nŌ

NEG
「私はゲーバー人ではない」(I am not a Geba.)

447-1. ～するな Do not... verb +mĒP ... mĒP (∗) [注]: ゲーバー語では一般否
定辞 (general negative particle)は /tV ∼ dV/であり、
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禁止を表す否定辞 (prohibitive particle)は mĒPであ
る。mĒPは動詞の直後に置かれ、目的語や副詞的要
素が現れた場合には節の末尾にも置かれる。

lē

go
mĒP

don’t
「行くな」(Don’t go.)

Pā

eat
mĒP

don’t
âÌ́

rice
mĒP

don’t
「ご飯を食べるな」(Don’t eat rice.)

447-2. ～か (question) Pà (yes-no question) (∗) cf. EP Kâ WP Gà S Há. (For
wh-question sentences, see 424∼430.)

447-3. ～と (quotation) thĒ (complement sentence marker) (∗)

sO

3sg
âŌ

speak
thĒ

that
ze

3sg
ge

IRR
lē

come
「彼は来ると言った」(He said he would come.)

448. ～だから (理由) because PakhōPasÉ (∗-H2-∗-M2)

w
˚

Ē

rain
zū

to rain
PakhōPasÉ,

because
je

1sg
de

NEG
lē

go (come)
nŌ

NEG
「雨が降っていたので来なかった」(I didn’t come
because it was raining.)

449. ～だけれど (逆接) although nOTÓ (∗-∗)

w
˚

Ē

rain
zū

to rain
nOTÓ,

although
ze

3sg
lē

go (come)
gó

every
n̄ı

day
lŌ

SFP
「雨だったのに彼は毎日来た」(He came every day
although it was rainy.)

450. ～させる (使役) make someone do something n
˚

ā (∗) cf. 187-1

n
˚

ā

order
lē

go (come)
sĒ

3sg
「彼に来させた」((I) made him come.)
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n
˚

ā

order
âŌ

speak
sĒ

3sg
「彼に話させた」((I) made him speak.)

n
˚

ā

order
Pā

eat
sĒ

3sg
âÌ́

rice
「彼にご飯を食べさせた」((I) made him eat rice.)

n
˚

ā

order
lē

go
Pā

eat
sĒ

3sg
âÌ́

rice
「彼にご飯を食べに行かせた」((I) made him go to
eat rice.)

451. ～される (受身) be done (no particular construction)
452. ～したい (願望) want to TāP (H3)

ja

1sg
TāP

want-to
lē

go
「私は行きたい」(I want to go.)

ja

1sg
TāP

want-to
PÓ

drink
「私は飲みたい」(I want to drink.)

＜重要単語・連語＞
453. ある,いる be, exist PŌ (M2)

ja

1sg
ká

car
PŌ

be
âó

at
jO

1sg
PŌ

be
nū

that
「私の車は私のところ (=家)にある」(My car is at
my place [=my house].)

nE

2sg
m
˚

É

wife
PŌ

be
âó

at
ji

1sg
h̄ı

house
nū

that
「あなたの妻は私の家にいる」(Your wife is in my
house.)

453-1. ない there is no tŌ PŌ nŌ (∗M2 ∗)
454. できる (能力) can zā (∗)

ja

1sg
zā

capable
ja

1sg
blā

clever
「私は能力がある」(I am capable.) [parallelism
(elaborate expression)]



加藤昌彦：ゲーバー語基礎資料 213

ja

1sg
zā

capable
âŌĺı

than
T́ı

2pl
「私はあなたがたより能力がある」(I am capable
than you guys.)

jO

1sg
âŌ

speak
zā

capable
gadā

Burma
Palē

voice
「私はビルマ語が話せる」(I can speak Burmese.)

ja

1sg
Pā

eat
zā

capable
âÌ́

rice
「私はご飯を食べることができる」(I can eat rice.)

454-1. 持っている possess PŌ (M2)

ja

1sg
ká

car
PŌ

be
「私は車を持っている」(I have a car. (literally: My
car exists.))

jO

1sg
PŌ

be
P̄ı

APP
h̄ı

house
「私は家を持っている」(I have a house. (literally: I
am with a house.))

. P̄ıについては 446を見よ

455. 同じ,同様の same dEzÈ lŌ (∗-∗ ∗)

Pajō

this
dE

one
dÉ

kind
k̄Ì

and
Panū

that
dE

one
dÉ

kind
mÌ̄

COP
dEzÈ

same
lŌ

EMPHASIS
「これとあれは同じだ」(This one and that one are the
same.)

455-1. 似ている similar, alike lá (∗)

na

2sg
lá

resemble
na

2sg
pā

father
lŌ

EMPHASIS
「あなたは父親似だ」(You resemble your father.)

na

2sg
TāP

mind
lá

resemble
na

2sg
pā

father
lŌ

EMPHASIS
「あなたの性格は父親に似ている」(Your mind
resembles that of your father.)
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456. 他の物 other Palewē (∗-∗-∗)

Palewē

other thing
dE

one
dÉ

kind
「他の物」(Another thing.)

457. ～のために for the sake of Pan̄ıkh́ı [-kh́ı ∼ -tCh́ı] (∗-∗-∗)

ji

1sg
nikh́ı

sake
「私のために」(for me)

ni

2sg
nikh́ı

sake
「あなたのために」(for you)

zi

3sg
nikh́ı

sake
「彼/彼女のために」(for him/her)

457-2. ～のような as, like PasaáÚ (∗-∗-∗)

sĒ

book
PasaáÚ

like
Pajō

this
tE

one
áĒ

NC[flat thing]
「このような本」(a book like this)

P̄ı

give
áÒ

?
jĒ

1sg
C̄ıâó

shirt
PasaáÚ

like
Pajō

this
tE

one
áĒ

NC[flat thing]
nū

that
「このようなシャツを私に下さい」(Give me a shirt
like this.)

457-3. ～しなければならない must áĒ (M2) [注]: ‘verb + áĒ’ という語順と
‘áĒ + verb’ という語順の両方が使われる。何らか
の意味的差異が存在する可能性があるが、現段階で
は不明である。

ne

2sg
ge

IRR
lē

go
áĒ

must
「あなたは行かなければならない」(You must go.)

na

2sg
ka

IRR
Pā

eat
áĒ

must
「あなたは食べなければならない」(You must eat.)
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nE

2sg
kE

IRR
áĒ

must
lē

go
âó

to
nū

there
「あなたはあそこに行かなければならない」(You
must go there.)

457-3a. ～しなくてもよい do not have to do lōbā + complement sentence + nŌ

[注]: lōbāは ‘need’の意。

Pa

it
do

NEG
lōbā

need
ne

2sg
lē

go
nŌ

NEG
「あなたは行く必要はない」(You don’t have to go.)

457-4. はい yes Pō (∗)関連する表現として次のようなものがある。
cf.

Pa

it
áĒ

right
tEpwĒ

EUPHEMISM
「そのとおりです」(That is right.)

Pa

it
áĒ

right
hó

SFP
「そのとおりです」(That is right.)

457-7. こんにちは hello 挨拶ことばとしては次のような表現が使われる。

nO

2sg
PŌ

be
CŪ

strong
PŌ

be
m
˚

ā

healthy
tEpwĒ

EUPHEMISM
Pà

QUE
「あなたは元気ですか」(Are you fine?)

ne

2sg
lē

go
âÓlÈ

where
「どちらにおでかけですか」(Where are you going?)

--- je

2sg
lē

go
áā

?
áénū

there
lŌ

SFP
「ちょっとそこまで」(I’m going there.)

457-a. ～だろう will kV ∼ gV + verb [注]:形態素 /kV ∼ gV/ ‘irrealis’
は、常に軽声 (atonic) で発音され、‘1’ を表す形態
素 (394) や否定を表す形態素 (447) と同様に、子
音調和 (consonant harmony) および母音調和 (vowel
harmony) を生じる。後続する音節の頭子音が T 系
列の場合には、この形態素の頭子音は kとなり、後
続する音節の頭子音が D 系列の場合には、この形
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態素の頭子音は g となる。母音は常に後続する音
節の母音と同じである。 cf. West Pwo k@, S k@

ja

1sg
ka

IRR
Pā

eat
âÌ́

rice
「私はご飯を食べる」(I will eat rice.)

ne

2sg
ge

IRR
lē

go
Pà

QUE
「あなたは行きますか」(Will you go?)

ge

IRR
de

NEG
lē

go
nŌ

NEG
「私は行きません」(I won’t go.)

*je

1sg
ge

IRR
de

NEG
lē

go
nŌ

NEG

. 軽声音節は 2つまでしか連続できない。

457-b. ～するところの that, which, who thĒ (∗) [注]: thĒは関係代名詞。名
詞主要部が関係節の主語に相当する場合、主要部に
対応する代名詞 Pa が関係節内に現れる (pronoun-
retention)。また、関係節の後には指示詞 nū ‘that’が
現れる。

tokō

cake
thĒ

REL
ja

1sg
Pā

eat
dE

one
dÉ

NC[general thing]
nū

that
「私が食べた菓子」(The cake which I ate.)

b̄ıjā

person
thĒ

REL
je

1sg
dē

strike
dE

one
bwĒ

NC[person]
nū

that
「私が殴った人」(The person that I struck.)

b̄ıjā

person
thĒ

REL
Pa

3sg
Pā

eat
tokō

cake
dE

one
bwĒ

NC[person]
nū

that
「菓子を食べた人」(The person that ate cake.)

6. テキスト

sawá

crow
tE

one
áĒ

NC[flat thing]
k̄Ì

and
benē

buffalo
Pasō

corpse
to

one
âó

NC[animal]
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「一羽のカラスと水牛の死体」

(1) sawá

crow
tE

one
áĒ

NC
tsāth̄ı

find
benē

buffalo
Pasō

corpse
Pa

REL?
Tó

rotten
gĒ

VPtc
Pa

REL?
lājŪ

flow
kŪ

VPtc[along]
gŌlÒ

river
to

one
âó

NC
「一羽のカラスが、川に浮いて流れている腐った一頭の水牛の死体を見つ
けた」

(2) zO

3sg
shÓ

perch
lā

down
Pakhō,

top
sO

3sg
sŌ

throw
phlÓ

open
Paphú,

abdomen
lē

go
n̄ı

enter
Pā

eat
tEpwĒ

quite
Pabwē

intestine
Paphú

abdomen
âó

at
Pabū

inside
nū

that
「彼 (カラス)はその上にとまって、腹をこじ開け、その中に入って行って腹
の肉を沢山食べた」

(3) sawá

crow
Pā

eat
Teáé

Vptc[progressive]
dĒTódĒPÚ

rotten thing
gonū

like that
PakhÉ,

time
benē

buffalo
Pasō

corpse
phlŌ

flow
kŪ

Vptc[along]
gŌlÒ,

river
phlŌ

flow
j̄ı

far
derēderē,

gradually
Pa

3sg
dō

arrive
n̄ı

enter
gĒ

Vptc
âó

at
pElĒmū

sea
Pa

REL?
dō

big
Pa

REL?
khÓ

wide
Pabū

inside
nū

that
「カラスがそのように腐ったものを食べている最中に、水牛の死体は川を流
れ、徐々に遠くに流れてゆき、広大な海の中へと入っていった」

(4) mĒw
˚

á

after that
sawá

crow
shĒ

leave
thā

out
gē

return
khÓ,

outside
Pa

3sg
w
˚

ı̄

fly
diw̄ıdewēgĒ

here and there
âó

at
pElĒmū

sea
Pabū

inside
nū

that
「その後、カラスは (水牛の身体の)外へ戻ってゆき、海の上をあちらこちら
飛び回った」

(5) Pa

3sg
wāl

˚
Ē

look for
làkhō,

land
mÌ̄

COP
Pa

3sg
ta

NEG
tsāth̄ı

find
làkhō

land
da

one
lá

NC
nŌ

NEG
「彼は地面を探したが、一箇所も地面は見つからなかった」

(6) Pa

3sg
w
˚

ı̄

fly
PŌ

be
j̀ı

long
PŌ

be
kjā

long
w
˚

á

finish
pElĒ

sea
bū,

inside
Paâē

wing
behē,

tired
Pa

3sg
lādè

fall
Pōthā

drown
T́ı

die
gĒ

Vptc
th́ı

water
klÉ

between
âó

at
pElĒ

sea
Pabū

inside
nū

that
「彼は海の中を長い間飛び回って、翼が疲れてしまい、海の水の中に落ちて
溺れて死んでしまった」
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略号
1 first person
2 second person
3 third person
APP applicative
COP copulative verb
EP East Pwo Karen (ポー・カレン語東部方言)
INEV inevitability
IRR irrealis
NC numeral classifier (助数詞)
NEG negation
pl plural
PERF perfect
QUE question
REL relative clause marker
SFP sentence final particle
sg singular
SK Sgaw Karen (スゴー・カレン語)
TOP topic marker
VPtc verb particle
WP West Pwo Karen (ポー・カレン語西部方言)
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